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は じ め に

寺田遺跡は、大阪府和泉市の南西部に位置します。遺跡の周辺は、都市化が

進む大阪府下にあってもまだ田園風景が広がり、起伏に富んだ古くからの地形

が良く残されています。

本遺跡は、平成14年9月、府営和泉寺田住宅の建て替え工事に先だって実施

された試掘調査によって、新たに発見・確認された遺跡です。平成16年、同工

事に先だって発掘調査が実施されました。

発掘調査の結果、古墳時代前期から後期の集落跡と朝鮮半島系土器や鍛冶関

連遺物を含む河川跡を検出し、遺跡の年代や構造を明らかにすることができま

した。本遺跡の南600mに は和泉を代表する前期古墳である国史跡摩湯山古墳

があります。このような寺田遺跡の発掘成果は、当地に前期古墳が出現する歴

史的な背景を解くひとつの資料になると思われます。

今回の調査に際して、ご協力いただきました地元の方々をはじめ、関係各位、

諸機関に厚く感謝いたしますとともに、今後とも文化財保護行政に変わらぬご

理解とご協力をお願いいたします。

平成19年 3月

大阪府教育委員会

文化財保護課長 丹上



口

本書は、大阪府教育委員会が大阪府住宅まちづくり部の依頼により、府営和泉寺田住宅建

て替えに伴い実施した和泉市寺田町所在、寺田遺跡の発掘調査 (04025)報告書である。

現地調査は、大阪府教育委員会文化財保護課調査第ニグループ技師杉本清美が担当し、同

グループ主査藤沢員依の指導を受け、平成16年 8月～平成17年 3月 に実施した。遺物整理は、

(平成17年度)調査管理グループ技師林日佐子、同西川寿勝、同藤田道子、 (平成18年度)調

査管理グループ主査三宅正浩、技師藤田道子を担当者として実施した。

本書の作成にあたっては、鍛冶関連資料について、北野 重 (柏原市教育委員会)、 真鍋

成史 (交野市教育委員会)両氏の指導及び教示を得た。

本調査の写真測量は、株式会社アスコに委託して実施した。なお、撮影フィルムは同社に

おいて保管している。また、遺物写真の撮影は有限会社阿南写真工房に委託して実施した。

遺構の写真撮影については、担当者が行なった。

本書は杉本が編集し、 1・ 2・ 3区西半部・ 5区を杉本が、 3区東半部 。4区を藤沢が執

筆した。また、鍛冶関連遺物については、調査第ニグループ主査小山田宏―が執筆した。

発掘調査 。遺物整理及び本書の作成に要した経費はすべて、大阪府住宅まちづくり部が負

担した。

本報告書は300部作成し、一部あたりの印刷単価は1,383円である。

例

本文・挿図に用いた標高は東京湾平均海水面 (T.P.値)を示す。また、座標値は世界測地

系平面直角座標(第Ⅵ系)によるもので、方位は座標北を示す。

土色については、基本的に小山正忠 。竹原秀夫編『新版土色帖』日本色彩研究所 1992年

版に準拠した。

遺構番号については、調査区・遺構の種類に関わらず検出順に通し番号を付けた。調査中

に誤って番号が重複したものについては、枝番 (一⑥.―⑤等)を付けた。また、掘立柱建

物のように複数の遺構でひとつの遺構を形成するものについては、検出順に掘立柱建物-1、

掘立柱建物-2の ように番号を付けた。建物の建て替えと考えられるものについては、枝番

(一①.―②等)を付けた。

遺物については、挿図、図版の番号を一致させた。
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第 1章 調 査 に 至 る 経 過

1.調査の経緯

寺田遺跡は、和泉市寺田町に所在する府営和泉寺田住宅地内に広がる遺跡で、東西約260m、

南北約160mを測る。平成14年度に実施された府営和泉寺田住宅建て替えに先立つ試掘調査で、

新規発見遺跡として周知された。

大阪府建築都市部 (現、住宅まちづくり部)は、老朽化の著しい木造平屋建ての府営住宅を住

宅環境の改善と土地の有効利用のため、中・高層住宅に建て替える計画を推進している。本府教

育委員会はこうした計画を受け、平成14年 9月 に府営和泉寺田住宅地内において試掘調査を行っ

た結果、遺跡であることが確認されたため、同年度以降に発掘調査を実施することになった。

今回の調査は、府営和泉寺田住宅建て替えに伴う第 1期の発掘調査で、住棟、施設棟、防火水

槽などの関連施設を1区 (1,108ポ )。 2区 (870∬ )、 住宅外周道路及び歩道設置部分を3区 (535

∬)。 4区 (329∬ )。 5区 (196∬ )と した。調査面積は3,038ポである。

発掘調査は平成16年 8月 9日 に着手し、平成17年 3月 25日 に現地調査を終了した。現地調査期

間内には、航空測量を平成16年■月17日、12月 21日 、翌年 2月 23日 の3回実施した。平成17年 2

月26日 には、寺田遺跡発掘調査現地説明会を開催した。雪降る寒さの中、地元住民及び府民の方々

に発掘調査の成果を公開し、多数の参加を得た。現地調査に引き続き、図面、遺物、写真等の整

理作業を行い、平成19年 3月 にすべての作業を終了した。

鰈負

靭
地:肇ir

第 1図 調査地位置図
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2.調査方法 (第 2図 )

寺田遺跡の周辺では、海岸線に平行して真北から約45度西に傾く条里型地割がみられる。寺田

遺跡は、その条里区画に沿って北東から南西を長辺とする東西約260m、 北西から南東方向に南

北約160mを測る。調査時において、調査区内で簡易的に方位を表現すべく、遺跡の長辺方向 (北

東から南西)を東西方向、短辺方向 (北西から南東)を南北方向とした。ゆえに調査時の「北」

は方位上の「北西」を指す。また、調査結果における方位の表記についても同様に、「】□ は方

位上の「北西」を示す。

調査では、作業用地と掘削土砂の仮置き場を確保するため、調査区を分割して行った。まず、

住宅外周道路及び歩道設置部分の南半部 (5区 。4区南半部)と住棟、施設棟の南半分 (1区 )

について調査を行い、続いて住宅外周道路及び歩道設置部分の北半部 (4区北半部。3区東半部)、

さらに住棟、設備棟、防火水槽などの関連施設 (1区・ 2区・ 3区西半部)の調査を実施した。

調査区の地区割りは、世界測地系平面直角座標 (第Ⅵ系)を基準としている。大阪府教育委員

会、働大阪府文化財センターの発掘調査において、調査区の位置が共通して表現できるよう、大

阪府発行 1万分の 1の地形図を基として4段階の区分を実施している。第 I区画は南西隅を基準

として、縦軸をA～ O、 横軸を0～ 8に区画したもので、縦 6 km、 横 8 kmの範囲となる。第Ⅱ区

画は第 I区画の南西隅を基準として縦 4×横 4の 16等分したもので、縦1.5km、 横2.Okmの範囲と

なる。第Ⅲ区画は第Ⅱ区画を100m方眼で区画し、北東隅を基準として横軸を 1～ 20、 縦軸をA

～ 0に区分したものである。第Ⅳ区画は第Ⅲ区画を10m方眼で区画し、北東隅を基準として縦軸

a～ j、 横軸を 1～ 10に区分したものである。例えば今回の調査区地点の一つは、D4-14-01

-g10な どと表記される。さらに、遺物の取り上げ等に際して補助的に、第V区画を5m方眼で

区画し、北東区画を I、 北西区画を■、南東区画をⅢ、南西区画をⅣとしている。

第 2図 地区割図
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第 2章 位 置 と 環 境

1.地理的環境 (第 1図 )

寺田遺跡の所在する和泉市は、大阪府南部の泉州地域に位置する。寺田遺跡は、槙尾川と松尾

川に挟まれた和泉中央丘陵先端部で、西側に面する松尾川が開折したなだらかな中位段丘上に立

地する。標高は約28mである。

内陸部で南北に長い和泉市は、北部の狭い平野部、中部の広い丘陵部、南部の山間部で形成さ

れ、南端部は和泉山脈を挟んで和歌山県と隣接する。山間部から北西方向に続く丘陵部は、市域

を縦断する槙尾川と松尾川によって信太山丘陵、和泉中央丘陵、和泉西部 (東山)丘陵とに三分

される。谷部では、平坦な河岸中位段丘・低位段丘がよく発達し、狭除な盆地を成している。槙

尾川と松尾川は平野部に至って牛滝川と合流し、さらに大津川となり大阪湾に注いでいる。平野

部周辺では、海岸線に平行して南北から約45度西に傾く条里型地割がみられる。

和泉市周辺の泉州地域は、気候区分的には瀬戸内気候に属し、年間を通じて降雨水量が少ない

ことから溜池が多くみられる。しかしながら近年では、大規模な宅地開発や道路整備などの影響

で丘陵部の地形が変わるなど、都市化が進んできている。

2.歴史的環境 (第 3図 )

寺田遺跡が位置する丘陵部から平野部にかけての地域では、数は少ないものの旧石器時代から

人類の生活の痕跡が残されている。旧石器時代の国府型ナイフ形石器が採集された遺跡として、

伯太北遺跡、大園遺跡などが知られている。縄文時代では、池上曽根遺跡で縄文時代草創期の有

舌尖頭器が採集されたほか、箕土路遺跡 (中期)、 豊中遺跡 (中・後期)、 板原遺跡 (後期)、 府

中遺跡 (中～晩期)、 伯太北遺跡 (後期)、 四ツ池遺跡 (後・晩期)、 和気遺跡 (後～晩期)、 伽羅

橋遺跡 (晩期)な どが知られている。

泉州・和泉地域における弥生時代の開始は早く、四ツ池遺跡や池上曽根遺跡などでは弥生時代

前期から後期に至るまで継続して大規模な集落が営まれた。弥生前期の追跡では、四ツ池遺跡、

池上曽根遺跡、鳳東町遺跡、池浦遺跡などがある。中期になると遺跡の数は増加し、和気遺跡、

府中遺跡、大園遺跡、箕土路遺跡、下池田遺跡などが現れる。寺田遺跡に近接する和気遺跡では、

弥生時代中期の集落跡が確認されている。池上曽根遺跡など弥生時代中期後半頃に製点集落とし

て最盛期を迎えた後は一気に規模が縮小する。それに伴い、中期末から後期初頭にかけて、丘陵

上に高地性集落が出現する。中期後半には寺田遺跡の東方に位置する丘陵上に観音寺山遺跡、後

期には信太山丘陵上に惣ケ池遺跡の二大高地性集落が現れる。観音寺山遺跡では、100戸余の竪

穴住居が濠によって囲まれた大集落が営まれた。しかしながら、観音寺山遺跡、惣ケ池遺跡など

の高地性集落は弥生時代の終わり頃に突如姿を消す。平野部には、府中遺跡、豊中遺跡、七ノ坪

遺跡、和気遺跡などの庄内式・布留式と呼ばれる古式土師器が出土する中小集落遺跡が相前後し
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て現れる。後期になるとさらに遺跡数は増加する。

弥生時代後期末から古墳時代初頭の集落跡として、西大路遺跡、下池田遺跡、古墳時代の集落

跡では、七ノ坪遺跡、豊中遺跡、府中遺跡、和気遺跡、大園遺跡などがある。古式土師器を持つ

集落が平野部に次々に現れたのち、丘陵上に古墳が造られる。信太山丘陵北端では景初三年銘の

銅鏡を出土した4世紀後半頃の前方後円墳の黄金塚古墳がある。また、松尾川左岸の東山丘陵先

端部では前方後円墳の摩湯山古墳が造られる。松尾川を挟んで寺田遺跡の南側に位置する。摩湯

山古墳は、丘陵部の先端をカットして築かれた全長約200mの前方後円墳で、形態や埴輪等の出

土遺物などから4世紀後半に比定されている。前期吉墳の中では全国的にも最大規模のひとつで、

当地域を考える上で非常に重要な位置を占める。摩湯山古墳の西側には陪塚の馬子塚、さらに、

摩湯山古墳からやや遅れて築かれたと推定される貝吹山古墳、鉄刀・鉄剣を出土した風吹山古墳

などがある。古墳時代中期では、西方に久米田池古墳群が存在する。また、観音寺山丘陵やその

南に連なる和泉中央の丘陵上には、古墳時代後期頃の群集墳が数多く築かれる。

光明池周辺の丘陵一帯は、古墳時代後期に日本最大の窯業地帯であった陶邑窯跡群の一角にあ

たり、大規模な須恵器生産が展開する。5～12世紀頃まで生産が行われ、1000基余の窯跡がある。開

析谷に小さな谷が入り組む複雑な地形が須恵器窯の大規模開発に適していたと考えられている。

奈良時代には和泉国府が設置され和泉国の中心地として栄え、また、白鳳期建立の15ケ寺が知

られている。信太寺 (上代観音寺跡)、 和泉寺跡、坂本寺 (禅寂寺)、 池田寺、後に和泉国分寺と

なった安楽寺などがある。槙尾川流域の狭い谷平野部に寺院が密集しており、莫大な運営経費を

支えるだけの経済力を有する氏族・地方豪族が点在していたものと推定される。

泉州地区で多くみられる溜池には、築造が

中世以前に遡るものもある。隣接する岸和田

市には奈良時代の僧行基が開発 。整備を行っ

た久米田池などがある。『法隆寺伽藍縁起並

流記資材側 にみえる軽部池は、浅い谷地形

を利用して造られた池で、周辺に荘園が築か

れていたとされている。この他、鎌倉時代の

僧重源が築造したと伝えられる谷山池などが

知られる。近接する和気遺跡の寺門地区では、

平安時代末から鎌倉時代 (12～ 13世紀)の条

里型地割に則った区画溝で仕切られた屋敷地

を有する建物跡が確認されている。

第 3図 周辺の遺跡
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第 3章 調 査 結 果

1.試掘調査

和泉市寺田町所在の府営和泉寺田住宅では、大阪府建築都市部住宅整備課 (現、住宅まちづく

り部住宅整備課)が、建物の老朽化に伴う府営住宅の建て替え事業を計画している。事業に先立

ち、用地内における埋蔵文化財の有無を確認すべく、同課の依頼をうけて平成14年 9月 9日 から

■日に、本府教育委員会文化財保護課技師大楽康宏が試掘調査を実施した。

試掘調査は、住宅地内の公園・駐車場などの空き地に5ヶ所の調査区 (2m× 2m)を設置し、

遺構の検出及び遺物の有無の確認に努めた。 5ヶ所の調査区のうち 1調査区を除く他の調査区か

ら遺物 (土師器・須恵器・瓦器・瓦等)が出土した。特に調査地の府道側 (北東側)では、遺構

や遺物を多量に含む流路跡が検出された。この結果、調査地及び周辺に古墳時代から中世にわた

る未周知の遺跡が存在することが確認された。

試掘調査の結果を受けて、府営和泉寺田住宅建て替え予定地内を範囲とする遺跡は、平成14年

に寺田遺跡として周知されるに至った。

第 4図 調査区位置図
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2.基本層序 (第 5図 。図版 2)

今回の調査地は、寺田遺跡の東半部で丘陵部側に位置する。なだらかな丘陵上に位置するが、

現況では丘陵先端部に向けて南側から北側へ低くなり、丘陵部側の東側から松尾川側の西側に向

けて僅かに低くなる様相を示す。

土層の基本的な堆積状況は、概ね 8層に大別することができる。

第 1層 住宅造成時の盛土層。厚さは0。 5～ 0。 7mを測る。

第 2層 旧耕土及び床土層。厚さは0.15～ 0,25mを測る。検出高は南側でT,P.+28,lm、 北側で

ToP。 +27.5mを測る。

第 3層 灰黄褐色粘質シル トを基本とする層で、砂質土となる部分もみられる。南側では層厚0,05
～0.2mであるが、北側では0.4m以上を測る。検出高は南側でT.P。キ27.9m、 北側でT,P.+27.5

mを測る。土師質土器、瓦器等の細片など中世から近世にかけての遺物を含む。

第 4層 灰黄色粘質シル ト或は白灰色シル トを基本とする層である。層厚は0。 15～ 0。 2mを測る。

上面で鋤溝を検出。調査区全域で確認される層である。検出高は南側でT.P.+27,7m、 北側で

ToP.+27.2mを 測る。瓦器、青・白磁、須恵器、土師器などの細片が出土した。古代末から中

世代に想定される。

第 5層 黄褐色粘質シル トを基本とする層で、層厚は0。 1～ 0。 2mを測る。上面で第 4層を埋土と

する区画溝、溝などの遺構を検出した。検出高は南側でT.P.+27.6m、 北側でT,P.+27.lmを測

る。須恵器・土師器片などが多くみられた。

第 6層 灰黄褐色砂混じり粘質シル トを基本とする層で、層厚は0。 1～ 0。 25mを測る。古墳時代
の遺構のベース層である。調査区の南側で厚くみられるが、北側では薄くなる。南側の検出高

は南側でToP,+27.5m、 北側でT.P.+26.9mを測る。 2層ないし3層に細分することが可能であ

る。 2区の北端から3区西半部では、第■層黒褐色粘質シル ト (下層に砂混じる)と なる。基

本的な灰黄褐色土がやや濃い茶色を示すものとみられる。須恵器、土師器などが数多く出土し

た。

第 7層 褐灰色砂混じり粘質土を基本とする層で、砂、小砂礫を含む地山直上層である。層厚は

0.15～ 0。 2mを測る。検出高はT,P.+27.3mを測る。調査区の南側で顕著にみられるが、北側で

は谷状に深くなり、第12層黄灰色砂質シル ト、第13層黒褐色シル トとなる。層厚は約0.5mを

測る。上面で下層河川を検出した。

第 8層 灰褐色砂混じり粘質土、シル トを基本とする層で、部分的に砂礫を多く含む層がみられ

る。遺構・遺物が確認されなかったことから、調査区内での地山層に相当する。検出高は

T.P.+27.05～ 27.2mを測る。地山は北側で一気に深くなる様相を示し、T,P.+26.3mを測る。

第9層 青灰色砂質土。河川内の堆積土に相当する。

第10層 灰黄褐色砂質土。河川内の堆積土に相当する。

なお、4区 (①～⑩)については、第 3章 7.4区 の調査 (第50図)に詳細を記載している。
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1

2

3

6

①
③

T P280m

T P270m

T P 2Bllm

T P270m

T P280m

T P 2711m

①～⑩

l層  (盛土)
2層  (旧耕土 床土)灰 黒色土
3層  (旧耕土)灰自色土
4層  0日耕土)灰色土
5層  (整地上)灰褐色粘土
6層  G日耕土)灰褐色土
7層  灰白色土

8層  灰褐色土
9層  灰自色土
10層 灰褐色粘土 (瓦器 土師磁ホ片含む)
11層 灰褐色粘土 (瓦器 土師器片含む)
12層 黄褐色粘土 (土師器綱片含む)
13層  灰色粘土 (土師器綱片含む)
14層  (地山層)黄白色粘土

⑦

監 卜∨/
T P 2811m

T P 27Clm

T P280m

■P270m

徳
浮

が
γ

④

③

q

TP2&Om

<

→

T P270m

0             1m

①～⑦

第1層  (盛土)
第2層  $日耕土 床土)
第3層  灰養褐色粘質切レト (中世遺物含む)
第4層  灰黄色粘質シルト
第5層  黄褐色粘質シルト
第6層  灰黄掲色砂混じり粘質シルト
第7層  褐灰色砂ytF混じり粘質上

第 5図

第8層  (地山層)灰掲色砂混じり粘質土 /シルト
第9層  青灰色砂質土
第10層 褐灰色砂質土 (下層河川相当か)
第11層  黒掲色粘質シルト (下層砂混じる)
第12層 黄灰色砂質シルト
第13層  黒褐色シルト
第14層  灰黄褐色砂質シ,琳

基本層序

1

2

5

3区

＼
2区 1区

1

3～ 4

5

8
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3.5区 の調査 (第 8図・図版 2)

5区は調査区南辺の道路拡幅及び歩道設置部分で、南北幅3.5m、 東西延長約56mで ある。し

かしながら、 5区の中央部付近で埋設物が確認されたため、東半部 (東西約25m)と 西半部 (東

西約30m)に分断された。これに伴い、東半部は5区として先行して調査を実施し、西半部は 1

区と同時に調査を実施することとなった。調査時には、東半部を「5区東」、西半部は「5区西」

と呼称していたが、本書では、 5区東半部を「5区」、 5区西半部を「 1区」に合み報告する。

5区の調査では、柱穴、竪穴住居、大溝などを検出した。

住宅造成時の厚い盛土 (第 1層)の下で、旧耕土層 (第 2層)が顕著に残っている。さらに、

中世相当の土師器、瓦器などの細片が混じる黄褐色砂質層、灰オリーブ色小礫混じり粘質シル ト

層 (第 3層)を除去すると、ピットを配する遺構面を確認することができた。

ピット (第 9図 )

調査区の西方部及び東端部で幾つかのピットを検出した。ピットの検出径は0。 25～ 0.4m、 検

出面からの深さは0。 15～ 0.25mを測る。平面形は円形ないし楕円形を示す。埋土は黄褐色砂質シ

ル トである。検出高はT.P,+27.70mを測る。

調査区の西方部では、南北方向にP539・ P528、 東西方向にP550。 P563が並ぶ。掘立柱建物を

構成する柱穴列に成ると考えられるが、建物を復元するには至らなかった。P549か らは、須恵

器杯身 (1)が出上した。

調査区の東端部では、P464・ P478な どの柱水がみられた。埋土内に須恵器片、土師器甕片な

どが僅かにみられたが、図化できなかった。

竪穴住居

調査時には、土坑や落ち込み状遺構としていたが、側溝の土層断面観察、検出面における土質

の状況等から竪穴住居と判断するに至った。

竪穴住居460(第 9図 。図版 2e。 )

5区東壁断面で土坑状の遺構としていたが、土層断面及び平面観察の結果、竪穴住居と考えら

れる。平面上には西隅の一部がかかるのみで、住居の大部分は調査区の東側に広がる。住居南辺

第 8図 5区 遺構平面図
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の状況から方形状を成すとみられる。主軸の方向はN-5° 一Eを示す。埋土は、検出面から約0.2

mを測る。壁溝が周囲に巡ると推定される。埋土中からは極少量であるが、須恵器片、土師器片

などが出土した。

竪穴住居566

5区西壁断面で土坑状の遺構としていたが、土層断面及び平面観察の結果、竪京住居と考えら

れる。平面上には北東隅の一部が確認されるのみで、住居の大部分は調査区外に広がる。住居北

辺及び西辺の状況から隅丸方形状を成すとみられる。検出面からの深さは約0。 15mを測る。埋土

中からは須恵器、土師器などの細片が出土した。

竪穴住居523(図版 2g.)

5区調査区中央部で、焼土層が広がる落ち込み状遺構としていたが、土層断面及び平面観察の

結果、竪穴住居と考えられる。平面上には北西端の一部がかかるのみで、住居の大部分は調査区

の南側に広がる。住居北辺、西辺の状況から方形状を成すとみられる。主軸の方向はN-8° 一E

を示す。面上には炭・灰などの焼上が層状に存在することから、焼失住居であると考えられる。

埋土中からは極少量であるが、須恵器、土師器などの細片が出上した。

確認された竪穴住居は、 5世紀後半頃のものと推定される。

大溝 (第 10図 。図版 2)

第 5層の黄褐色小砂混じり粘質シル ト層を掘削すると、調査区中央部からやや東側で、南北方

向に延びる自然河川を検出した。検出時に溝としたため「大溝」と表記する。大溝の検出幅は東

西方向約 4m、 最深部は検出面から約1。 2mを測る。

大溝の埋土は、大別すると次のようになる。
西壁断面 竪穴住居 460断面

1 褐色キ黄褐色砂質シルト (鉄分沈着)
2 (地山層)黄褐色砂質シルト     W

1(盛 土)明褐色砂レキ混じり土
2(旧 耕土 )オリーデ黒色粘質シル ト (僅かに小石含む)    7(竪 460埋土 )オリーデ黒色 十黄褐色小砂混 じり粘質シル ト
3 (床土)寅褐色 +暗灰責褐色砂質シル ト 8 暗灰黄色粘質シルト (小砂混じる)
4 灰加

'―

デ色■オリーデ灰色小レキ混じり粘質シルト (遺物含む) 9 黄褐色粘質シルト (小砂混じる)
5(竪 460埋土)灰オリーデ色小レキ混じり砂質土 (遺物含む) 10 にぶい黄褐色十褐灰色砂混じり粘質ンルト
6(竪 460埋土)オリーデ黒色小レキ混じり粘質シルト (小土器片含む)

関3 TP為770m

灰黄色砂/1f混 じり粘質渤ト

(溝埋土)暗灰黄色砂混じり粘質》ト
(大溝内 I層 )灰 黄褐色小砂混じる粘質湧卜(小土器片含む)
(大溝内 I層 )責 灰色砂混じり粘質渉卜(小土器片含む)
(大溝内 I層 )灰 黄褐色細砂混じり粘質》卜(小土器片多く含む)
(大滞内 I層 )オリーデ黒色砂レキ混じり粘質土 (炭片含む)
(大溝内 Ⅱ層)オリーデ黒色砂混じり粘質》卜(炭片 小土器片含む)
(大溝内 工層)オリーデ黒色砂レキ混じり粘質土 (砂 小レキ及び粘上が互層を成す)
(大溝内 Ⅲ層)黒 色砂琳混じり粘質土 (炭片含む)
(大溝内 Ⅲ層)オリーデ黒色砂混じり粘質土
(大溝内 Ⅲ層)黒 色砂嚇混じり粘質土 (粘土 砂腑土力゙互層を成す)
(大溝内 Ш層)オリーデ黒色砂・砂レキ混じり粘質・/1卜 (自 然木 土器片含む)
(大溝内 Ⅳ層)灰 黄色小砂混じり粘質土 (細砂 粘土が互層を成す)
(大溝内 Ⅳ層)暗 灰責色砂レキ混じり跡ト
(大溝内 Ⅳ層)黒 色レ砂 レキ土 (こ ぶし大レキ混じる)
灰褐色腑混じり砂質土

にぶい黄掲色砂混じり粘質渤卜(炭片 小土器片含む)
オリーデ褐色小レキ混じり砂質土

WW 5m TP為770m

7

N

8

|

S
T P 12800m

(盛土)明褐色砂琳混じり上
(旧耕土)オリーデ黒色粘質》卜(僅かに小石含む)

(床土)黄褐色 +暗灰黄褐色砂質》卜(鉄分沈着)
暗灰黄色小暗混じり粘質シルト(土器片含む)
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I層 (7.8,9)灰黄褐色砂混じり粘質シル ト層。大溝が徐々に埋まり浅い窪地状を形成していた

とみられる。廃棄されたものか須恵器杯身 (3。 4)、 土師器、製塩土器 (17)な どが出土。

Ⅱ層 (10,11.12)オ リーブ黒色 (灰褐色)砂レキ混じり粘質土層 (炭化物が混じる)。 溝の下層

が堆積土で埋まり、浅く狭いながらも溝として機能していたものと推定される。須恵器杯身

(2)、 高邦 (5。 6・ 8・ 9)、 甕 (12・ 13)、 土師器把手、甕片、製塩土器などが数多く出土。

Ⅲ層 (13.14.15。 16)黒色ないしオリーブ黒色粘質土層 (砂・砂礫土と粘土が互層を成す)。 自然

河川として機能していた時期に相当する。土師器甕片、長頸壺 (14)、 輔羽口 (761・ 762・ 766)、

鉄滓、叩き石 (18・ 19)な どが出土。

Ⅳ層 (17.18。 19)暗灰黄色砂礫土ないし砂礫混じり上層。土師器甕片、製塩土器などの遺物を

含む。

大溝の左岸は緩やかな勾配で広い浅瀬を形成する (図版 2h)。 検出幅は東西方向に4～ 5mを

測る。浅瀬部分から土師器甕 (15)な どが出土した。

大溝出土遺物 (第 11図・図版12)

大溝内からは、須恵器杯身 (2～ 4)、 高邦 (5～ 9)、 醒 (10)、 甕 (■～13)、 土師器長頸壷

(14)、 製塩土器 (16・ 17)、 輔羽口 (761'762・ 766)、 鉄滓、叩き石 (18。 19)な どのほか、遺物が

数多く出土した。大半は I層～Ⅲ層からである。 2は外面底部に静止ヘラ削りを施す。 9は脚部

遡五担≦Ⅲ 6

瓜 17

氏〔
(:::::::::::::::I:i:iiiiiiiiiill),「

1

遺構内出土遺物

13-

くこここ )18  (II二
)19

0             10cm
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に細長い楕円形の透かしを有する。この他に実測できなかったが、高邦、椀などTK73に相当す

る初期須恵器が幾つかみられた。大溝は4世紀代から機能し、 5世紀中頃には埋まったものと推

測される。

小結

5区では、大溝のほか包含層から初期須恵器、土師器、弥生土器片、製塩土器片、焼土塊など

多くの遺物が出土した。土師器では、甕、蝸、IB手、小型丸底壷などがみられたが、細片が多く

図化できるものは僅かであった。須恵器とほぼ同量の遺物量を有する。出土遺物から、 4世紀末

頃から5世紀後半頃を主とする遺物が多くみられた。

大溝は、出土した遺物から4世紀末頃から5世紀初頭に隆盛であったが、徐々に粘上が堆積し

て幅員も狭く浅い溝状となり、 5世紀中頃には浅い窪地状を呈していたと推定される。大溝の周

辺で確認された竪友住居は、出土遺物から概ね 5世紀中頃から5世紀後半頃に相当する。また、

掘立柱建物を成すと推定されるピットからは、 6世紀初頭頃の遺物が出上している。これらのこ

とから、大溝の機能時である5世紀中頃には竪穴住居を主とする集落がみられ、大溝の機能が廃

する5世紀中頃から、掘立柱建物を伴う集落が形成されたものと考えられる。なお、大溝の西南

側で遺構が多く展開しており、大溝の北方 (4区)では遺構が一気に少なくなる様相を呈する。

4.1区 の調査 (第 6・ 7・ 13図 )

1区は調査域の南西部に位置する。府営住宅の住棟・施設棟に相当する調査区で、南北約45m、

東西約26.5mの長方形状を示す。 1区の南側には、本来の 5区西半部が設定されていたが、 1区

に含めて調査を実施した。 1区では当初の予想より遺構が多く、遺構面も複数面確認されたこと

から、遺構面調査を継続して実施した。

1区では、上面及び下面で遺構を検出した。上面では、条里方向を示す鋤溝や区画溝、溝など

を検出した。下面では、掘立柱建物、建物ピット、井戸、土坑、溝、竪丈住居、河川跡、更に下

層河川跡を検出した。下面では、調査時に下層河川跡以外は一面として検出したが、遺構の検出

状況や土層観察の結果、さらに細分することができる。

1)上面の遺構 (第 6図 。図版 lb.)

第 3層灰黄褐色粘質シル ト層を取り除くと遺構を確認した。 1区西北部では、鋤溝跡、北西部

から南半部では溝及びピットを検出した。 1区は南側から北側に向かって緩やかに傾斜し低くな

る。後世の開削により上面は削平を受け、掘方の深いものしか遺存していなかった。上面の検出

高は南端でT,P.+27.60m、 引ヒ西部でT.P.+27.45mを測る。

鋤溝 (溝972・ 967・ 963・ 989・ 1032・ 1023)(第 12図。図版 lb。 )

1区の西北部で南北方向に延びる鋤溝跡を検出した。上層の削平により不規則な繋がりを示す。

溝の検出幅は0.2～ 0。 35m、 深さは0.02～ 0。 05mで、ごく浅い椀型を示す。埋土は褐灰色砂混じ

-14-



り粘質シル トである。埋土内からは、須恵器片、土師器片などが出土したが細片のため詳細は不

明である。鋤溝跡は、当地周辺の条里型地割に沿うものである。

溝975(第12図・図版 3)

調査区 1区から2区に至り縦断方向に真っ直ぐ延びる溝である。検出幅は約0.4m、 深さは約0.1

mで浅い椀型を示す。 1区内での延長は約26mを測る。検出高は南端ではT.P。 +27.5m、 北端で

はToP。キ27.35mで、西北側に向かって緩やかに低くなる様相を示す。埋土は、灰黄色粘質シル ト

である。埋土内からは、僅かであるが須恵器杯蓋 (131)、 土師器などの細片が出土した。溝975

の延伸方向は、真北から約45° 西に傾向する当地周辺の条里型地割の方向に相当する。当地周辺

の条里地割の起源がいつ頃なのか不明であるが、埋土内出上の遺物から古墳時代末から中世代に

相当するものと考えられる。

溝241・ 242・ 溝572(第12図 )

調査区南側で溝975か ら西側に平行して真っ直ぐ延びる復条の溝である。検出幅は、北側の溝

242が約0。 3m、 南側の溝24とが約0.40mで、深さは0。 15mを測る。西側への延伸途中で単条 (溝

572)と なる。溝572は調査区の西端で細く浅くなり、末端は確認できなかった。溝241・ 242及び

溝572は、第 4層の黄灰色或は白灰色粘質シル トを埋土とする。埋土内からは、僅かであるが土

師器甕、高邦、有孔土器 (132)、 須恵器杯、甕などの細片が出土した。

溝616(第12図 )

溝572に近接して北側をやや弧を描きながら西北から東方向に延びる溝である。検出幅は0,3～

0。 5m、 深さは約0.15mを測る。埋土は、にぶい黄褐色土に炭や炭化物を含む黒褐色粘質シル ト

である。埋土内からは、土師器甕、壷などの細片が出上した。

ピット

調査区南側で多くのピットを検出した。南北方向に真っ直ぐ延びる溝975の上面から掘り込む

ピット (P1392)な どもみられた。検出径は0.1～ 0。 25mを測る。ピット内には径0。 lm程の木柱

が遺存していた。埋土は灰黄褐色粘質シル トである。掘立柱建物を構成する建物ピット、或は旧

耕土に伴う杭列であると考えられるが、建物プランを確定するには至らなかった。

2)下面の遺構 (第 7・ 13図 )

上面遺構面から第 4層灰黄色粘質シル ト層、第 5層黄褐色粘質シル ト層を取り除くと数多くの

遺構を確認した。下面では、掘立柱建物、建物ピット、井戸、土坑、溝のほか、竪穴住居、河川

跡などを検出した。さらに、河川跡の下層で古い河道 (下層河川)を確認した。下面では、調査

時に遺構を一面として検出したが、遺構の前後関係がみられ細分することができる。検出高は南

端でT,P.+27.50m、 北西部でT,P.+27.20mを測る。

掘立柱建物 (第 13・ 18図 。表 1)

調査区内で検出されたピットは、複数の掘立柱建物の柱ズと考えられる。すべての建物プラン
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の判別には至らなかったが、24棟を検出した。

掘立柱建物 l・ 2・ 3(第 14図。図版 3)

調査区の東南部で検出した。2間×2間、3間×3間を示す総柱建物である。柱宗は隅丸方形

状、或は円形状を呈する。建物の方位は、N-5° 一Eである。遺物は、土師器高邦片、須恵器杯

片などが出土したが、図化できなかった。出土須恵器は5世紀中頃に比定される。

掘立柱建物 4-①・ 4-② (第 15図 )

調査区の南西部で検出した。掘立柱建物4-①は、3間×2間の建物で、方位は、N-5° 一E

である。柱痕が明確なピット (P711・ 663・ 1369。 1364)で は柱径0,15m程を示す。また、柱を抜

き取った痕 (P1262・ 1369)や、ピット内に石が入るもの (P1265)な どがみられた。掘立柱建物

4-②は、 3間×3間の総柱建物で、方位は、N-10° 一Eである。遺物は、土師器高邦、甕片、

須恵器甕、壷などが出上したが、図化できなかった。出土遺物から、5世紀後半頃に比定される。

掘立柱建物4-①と掘立柱建物4-②では、掘立柱建物4-①のP1409の柱を抜き取った跡に、

掘立柱建物 4-②のP1256を柱京としていることが観察された。P1265は P1409の柱抜き取り穴

に石を埋め込み、P1256の柱の補強をしていたとみられる。この結果、掘立柱建物4-①は、掘

立柱建物4-②に先行していたものと考えられる。

掘立柱建物 5-①・ 5-② (第 15図・図版 3)

調査区の西南辺で検出した。掘立柱建物 5-①は、3間×3間以上の総柱建物である。柱穴は

隅丸方形状、或は円形状を呈するが、幾度かの建て替えの痕や柱の抜き取り痕がみられる。建物

の方位は、N-14° 一Eである。ピット埋土内に炭化物、炭片などが多く入ることから、火災など

にあった可能性がうかがえる。掘立柱建物5-②は、3間×2問以上の総柱建物で、南側の調査

区外に広がる。建物の方位は、N-20° 一Eである。遺物は、土師器甕、須恵器甕、製塩土器片な

どの細片が出上した。出上した須恵器は5世紀末から6世紀前半頃に比定される。掘立柱建物5

-②は、やや炭化物の広がる遺構面から切り込んで建物ピットが掘られていることから、火災に

あったとみられる掘立柱建物5-①の跡に建てられたと考えられる。
SW 975 

① TP暢 50m  SW 975-②  TP暢 511m     
能

I 明灰黄色+オリーデ褐色 (黄色小ヂロック土混じる)粘質渤卜      1 明灰黄色+オリヂ褐色 (黄色小デロッタ土混じる)粘質》卜 3 黄灰色+暗灰黄色十オリーク・褐色 (茶色デロック混じる)粘質》ト
2(地 山層)オリーデ褐色 (黄色ゲロック土少し混じる)十黄褐色粘質

"卜
  2 オリーデ褐色 (黄色小フ'ロック土混じる)+黄掲色粘質》卜  4(地 山層)暗灰黄色キ黄灰色》ト

S耶「            NE   SW「        NE   SW  963  さ旧    Shr   989  NE   NW  lo32  SE   SW  1023  NE

ピ
OT臨

:ぶい責褐色+褐灰色粘質渤ト

S 616①
説  i飩 ←③

1 黄灰色十黄褐色 (黄色小ブロック土混じる)粘質》ト
2(地 山層)1こぶい責褐色キにぶい黄橙色》ト

1 黒褐色粘質》卜(小土器片 炭化物含む)
2(地 山層)にぶい黄褐色 1/1ヽデロッタ土混じる)粘質》ト
3 褐灰色+にぶい黄掲色粘質

"卜
(下層 黒褐色粘質渤卜)

第12図  1区 遺構断面図
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掘立柱建物16-①・16-②・13(第 16図 )

調査区中央部の竪穴住居1382上面で検出した。竪穴住居16-① 。一②は、2間×2間の総柱建

物である。建物の方位は、N-10° 一Eである。P1458と P1457、 Pl153と P■54の切り合いから、

掘立柱建物16-①が後出するものと考えられる。遺物は、土師器甕、須恵器杯身、短頸壷片など

の細片が出上した。5世紀中頃から後半頃に比定される。

掘立柱建物13は、 2間×2間の総柱建物で、建物の方位は、N-12° 一Eである。遺物は、須恵

器杯身、土師器甕片などが出上したが、図化できなかった。ピットの切り合い関係から掘立柱建

物16-①・16-②より後出すると考えられる。

掘立柱建物18-①・18-② 。18-③ (第 18図 )

調査区中央部北東辺で検出した。掘立柱建物18-①は、 2間×2間の総柱建物である。建物の

方位は、N-10° 一Eである。遺物は、土師器甕、須恵器杯身、甕片などの細片が出土した。掘立

柱建物18-②は、2間×3間以上の総柱建物である。建物の方位は、N-10° 一Eである。遺物は、

土師器甕、須恵器杯蓋、甕片などの細片が出土した。掘立柱建物18-③は、2間×3間の建物で

ある。建物の方位は、N-5° 一Eである。遺物は、土師器甕片などの細片が出上した。調査時に

おける検出状況や切り合い関係、平面観察などから、やや南側に位置する掘立柱建物18-③が下

層に相当するとみられる。河川が充分に埋まった後、掘立柱建物18-①が建てられ、さらにその

後、掘立柱建物18-②が建てられたものと考えられる。

掘立柱建物19-①・19-②・20(第 16・ 18図 )

調査区中央部北東部で検出した。掘立柱建物19-①は、2間 (5.Om)× 2間 (3.4m)の建物

で、柱間の長さが約2.5mと約1.7mと異なる。建物の方位はN-1° 一Eである。掘立柱建物19-

①の東辺のP1402・ P■40は、掘立柱建物20の廃絶後にピットを再利用したものと考えられる。

さらに、ほぼ同位置に掘立柱建物19-②がある。掘立柱建物19-①の建て替えとみられる。掘立

柱建物19-②は2間 (4.Om)X3間 (3.8m)の建物で、柱間の長さが約2.Omと約1.3mと異な

る。建物の方位はN-1° 一Wである。いずれも北を意識した建物である。建物ピット内から須

恵器甕片、土師器甕片、薄い製塩土器片などが出上した。また、掘立柱建物19-①のP■69内か

らは砥石が出土した。住空間としての建物ではなく、作業場などの可能性がうかがえる。

建物ピット (第 17図・図版 3)

調査区内で、ピットが数多く遺存している。中でもピット内に柱根の残るもの (P691。 1901・

723・ 1332・ 1678・ ■67・ ■81・ 1597・ 1392・ 1892)、 柱の抜き取り痕が確認できるもの (P426)、

ピット内に石が入るもの (P767,1483,1265。 1026・ 1526)な どがみられた。調査時に建物プ

ランを判別することができなかった掘立柱建物や柵列などがあると推測される。

掘立柱建物一覧 (第 18図・表 1)

掘立柱建物の検出状況でその特性を明らかにするため、掘立柱建物一覧 (表 1)に まとめた。

掘立柱建物の建物番号は、調査区に関わらず検出順に任意に付番した。(2区に掘立柱建物 7・ 8。
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建物番号 鳳査区
|

柱間
(南,`岡 )X(東西間)

桂間寸法

(m)
疏
ｍ

方位 ビットの形状 備考 分舞

屈立柱建物1 1区 2間 X(2間 +α ) 生7Xl.5～ 1,7
3.5X4.3
15ド

N-5° 一E 隅丸方形 総柱建物 A

屈立柱建物2 1区 3間 X3間 i8X2.0
6.OX5.4
32,4ド

N-3° 一E 隅丸方形 総柱建物 A

屈立柱建物3 1区 2間 X2問 1.8Xl.75
3.6X3.5
12.6席

N-5° 一E 円形 総柱建物 A

屈立柱建物4-① 1区 2間 X3間 i5Xl.2～ 1.6
3.lX4.5
14ド

N-5° 一E
育円 又は
隅丸方形

柱抜き取り痕あり A

屈立柱建物4-② 1区 3間 X3間 1,6～ 1,3Xl.9
5.8X5.3
30.7ド

N-10° 一E
ヨ形 又は
楕円形
総柱建物 B

屈立柱建物5-① 1区 4間 X4間 i4Xl.2～ 1.4
4.2X3.9

16.4ド
N-14° 一E 隅丸方形

冶柱建物・抜き取り痕あり

里土に炭化物混じる
C

屈立桂建物5-② 1区 4間 X(2間 +α ) i5Xl.5～ 1.6
3.OX4.7
14.1ド

N-20° 一E 楕円形 総柱建物 D

屈立柱建物6 1区 2間 X2間 2.OXl.9
4.0× 3.8

15.2ド
N-15° 一E

隋円 又は
隅丸方形

総柱建物 C

胴立柱建物10 1区 1間 X2間 2.OXl.6
2.OX3.2

6.4�
N-5° ―W 楕円形 庄根残る E

屈立柱建物11 1区 2間 X2間 1.8X2.2
3.6X4.4
15.8席

N-15° 一E
司形 又は
楕円形

鯰柱建物 C

屈立桂建物12 1区 (2問 +α )X4間 ? 1.7X14
3.4X5.7
19,4ド

N-10° 一E 隅丸方形
硲柱建物
腹き取り痕あり

B

胴立桂建物13 1区 2間 X2間 2.lXl.8
4.2X3.7
15.5ド

N-12° 一E 楕円形 鯰柱建物 C

屈立柱建物14 1区 2間 ?X3間 ? 1.4～ 1.6Xl,6～ 1.[
3.OX5,3
15.9浦

N-15° 一E 隅丸方形 鯰柱建物か? C

掘立柱建物15 1区 2間 X2間 2.OXl.9
4.OX3.8

15.2席
N-15° 一E 円形

鯰柱建物
腹き取り痕あり

C

胴立柱建物16-① 1区 2間 X2間 2.OXl.6～ 1.8
4.2X3.6
15.1ド

N-10° 一E 楕円形 鯰柱建物 B

掘立柱建物16-② 1区 2間 X2間 1.8～2.OX2.1
3.8X4.2
16席
N-10° 一E 楕円形 総柱建物 B

掘立柱建物17 1区 2間 X3間 ? ■7Xl.8
5.2X3.9
20.3ド

N-25° 一E 円形 総柱建物 D

胴立柱建物18-① 1区 2間 X2間 2.2X2.2 Ｘ４．５師

４

．

５

２０ N-10° 一E 円形 総柱建物 B

掘立柱建物18-② 1区 2間 ?X3間 2.0～ 2.5Xl.8
4.5× 6.3

28.4雨
N-10° 一E 円形 鯰柱建物 B

掘立柱建物18-C 1区 2問 X3間 2.lXl.8～ 2.2
4,2X6.2

26ポ
N-5。 一E

円形 又は
隅丸方形

A

屈立柱建物19-C i区 2間 X2間 ■7× 2.5
3.4X5.0
17ド

N-1° 一E 円形 E

掘立柱建物19-C 1区 3間 X2間 1.3Xl.3～ 2.0
4.OX3.8
15.2下

N-1° 一W 円形 鯰柱建物か? E

掘立桂建物20 I区 2間 X2間 1.9X2.0～ 2.2
3.9X4.2
16,4ド

N-8° 一E
円形 叉憾
楕円形
総柱建物か? B

胴立柱建物22 1区 2間 X2問 2,OXl.6～ 1.9
4.OX3.5
14ド
N-15° 一E

円形 又憾
隅丸方形

総柱建物 C

屈立柱建物7 2区 3間 X3問 2.OXl.5
6.lX4.5
27.5ド

N-10° 一E
円形 叉側
楕円形
総柱建物か? B

屈立桂建物8 2区 2間 X3間 i3Xl.6
3.9X3.3
12.9下

N-10° 一E 円形 総柱建物 B

屈立柱建物9 3区 2間 ?X3間 1.6Xl.5～ 1,7
3.2X4.4
14.1雨

N-10° 一E
方形 又憎
隅丸方形

総桂建物か? B

屈立柱建物23 3区 2間 ?X2間 生6X2.0
3.2X4.0
12.8下

N-5° 一E 円形 総柱建物 A'

表 1 掘立桂建物一覧表
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3区に掘立柱建物9がある。)なお、重複し建て替えられたと考えられる建物については、建物
番号は同一とし、枝番を付与した。

まず検出状況、重複状態、前後関係が確認されたものを整理してみる。掘立柱建物 1・ 2・ 3は、

同一検出面で各々の重複関係がなく(竪穴住居との重複もみられないもの。掘立柱建物 4・ 16・ 6

・■・13・ 15・ 17・ 22は竪水住居の上面からピットが切り込むもの。掘立柱建物 4・ 16は建て替えが行

われたもので、掘立柱建物4-①→4-②、掘立柱建物16-②→16-①→13の流れが考えられる。

掘立柱建物20・ 12と近接する掘立柱建物Hと では、掘立柱建物■が先行する前後関係が認められ

る。掘立柱建物18・ 19は河川1500の上層から切り込むもの。各々の重複関係から掘立柱建物18二

③→18-①→18-②、掘立柱建物19-①→19-②の流れが考えられる。掘立柱建物 5は他の掘立

柱建物と重複関係にはなく、単独で建て替えを行うもので5-①→5-②の流れが考えられる。

建物の方位をみると、5分類できる。A:概ねN-5° 一Eを示すもの。掘立柱建物 1・ 2・ 3・

4-①・18-①o B:概ねN-10° 一Eを示すもの。掘立柱建物4-②。12。 16-①・16-② 。18-

①。18-②。20。  C:概ねN-15° 一Eを示すもの。掘立柱建物5-①。6。 11・ 13。 14・ 15。 22。  D:
概ねN-20° 一Eを示すもの。掘立柱建物 5-②・17。  E:概ねN-1° 一Eを示すもの、その他。
掘立柱建物10。 19-① 。19-②。検出された掘立柱建物は概ねN― O° からN-20° 一Eの間に収ま

り、概ね北を意識して建てられているものと推測される。

建物の床面積では、①13ポ以下、②14～ 17だ、③ほぼ20ポ、④25∬以上に分けられるが、半数

以上が②14～ 17∬を示す。柱間は2問×2間、3間×3間、2間×3間で総柱の建物が主を成す。

柱問寸法ではややバラツキがあり、梁間と桁行の寸法の異なるものが多くみられた。住居や倉庫

の機能が考えられるが、特定するには至らなかった。②14～ 17ポを示す一群のなかで、柱間が2

間×2間、柱間寸法が1.8～ 2.Om程、建物の方位ではCi概ねN-15° 一Eを示すものが多いこと

から、集落内での規格性がうかがえ、集落の隆盛期になるものと考えられる。

建物の方位による分類は、時期的な要因にも関連する傾向がみられる。出土した遺物などから、

A:5世紀中頃から後半頃。B:5世紀後半頃。この頃には河川1500が完全に埋没していたもの

と推定される。C:5世紀末頃。D:6世紀前半頃。E:5世紀後半から6世紀前半頃に比定さ

れる。旧→新の順を列挙すると、A→ B→ C・ E→ Dの順となる。前後関係が認められるものを

含めると、A:掘立柱建物 1。 2・ 3→A:掘立柱建物 4-①。18-③→B:掘立柱建物 4-②。16

-②→B:掘立柱建物16-①。12・ 14。 20・ 18-①→BI掘立柱建物18-②→C:掘立柱建物 5-①
。
13・ 11。 6。 15と E:掘立柱建物10・ 19-①→19-②→D:掘立柱建物 5-②。17の流れが考えられる。

今回の調査では、総柱建物が多い傾向がみられたが、これらの建物の機能。性質を充分に検討

しきれなかった。今後さらに検討を加えるとともに、次期以降寺田遺跡で実施される発掘調査の

成果で解明されることを期待したい。
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竪穴住居 (第31図 。図版 4)

1区では、竪穴住居を9棟検出した。この他、調査地に確認できなかったが、側溝や壁面の上

層断面や平面での観察の結果、竪穴住居と考えられるプランが幾つかみられた。

竪穴住居1480(第 19図・図版 4)

調査区のほぼ中央部で検出した、東西辺約4.5m、 南北片約4.3mの隅丸方形を示す竪久住居で

ある。住居の方位はN-50° 一Eを示す。住居内から主柱水を4箇所検出した。主柱穴はほぼ円

形で直径0,3～ 0.5m、 深さ約0.5mを測る。住居内埋土は褐色・にぶい黄褐色・黒褐色砂混じる

粘質シル トで、細かい炭化物や土器片が含まれる。床面は黄褐色の小デロック土が混じる黒褐色砂

質シル トで、厚さ約 2 cmの貼り床を施す。住居の周囲には幅約0。 lm、 深さ約0,lmを測る壁溝が

巡る。土層や平面観察の結果、使用時には埋まっていたものと推定される。炉ないし竃は確認す

ることができなかった。床面検出高はT.P。キ27.3mを測る。

議
皇

―

―

[

O          lm

―Tユ +27511m

第19図  1区 竪穴住居1480平・断面図

暗鶴色十灰費褐色十にムい贅獨色砂混 じり粘質カト(炭片混じる)(小土器片含む)
黒4B色+資褐色独サ コ″虫 少 し混 じる)粘質》卜(層境に決躍混じる)
黒脅色+オリーア翻色 +に ぶい黄褐色 (小アロ,夕土混じる)砂嗚混 じり抄質/「7ト
黒鶴色十にぷい資獨色 十仄黄獨色 1/1ヽ 7・ コ″土混 じる)砂質カト(炭片混じる)
黒召色 +黒色十灰黄福色砂質ンルト
黒縄色十1=お い黄萄色 +オリ,7褐色砂混 しり・/Vト
費灰色十暗灰贅色 +にぶい資召色砂混 じり粘質カト(炭片混 じる)
黒縛色お質シル ト

(地山層)にぶい黄褐色 +オリ‐7褐色砂印 ″ト
10黒褐色調 灰色十におい賀獨色 (小 7・ しク■混じる)小砂混 じり枯質》ト
11黒褐色+に ぷい黄褐色》ト
12黒縛色十黄褐t(小デ9″土混じる)鵜賓主
le黒褐七十灰黄褐色粘質カト
14黒縛色消質》ト
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住居内の床面からは、土師器高邪 (20。 21・ 22)、 対船 (23)、 甑 (27)、 把手付渦 (25・ 26)、 長

胴甕 (28)、 甕 (24)、 砥石 (34)、 叩き石 (35'36)な どが出土した。住居内の中央部で長胴甕、甑、

甕などがほぼ個体ごとにまとまって出土した。おそらく完形で設置されていたものとみられる。

また、床面から滑石製管玉 (715)、 有孔円板 (717)が出上した。埋土内からは土師器壷片 (31)、

甕片 (32)、 渦把手 (30)や平底の甕底部片 (33)な どがみられた。出土した遺物は土師器が主で、

4世紀代に比定される。

0                     10cm

第20図  1区 竪穴住居1480内出土遺物
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竪穴住居1382(第22図 。図版 4)

調査区のほぼ中央部で、竪穴住居1480と重複して存在する竪京住居である。平面形は隅丸長方

形に近く、東西辺約4.5m、 南北辺約4.8mを測る。住居の方位はN-10° 一Eを示す。住居内か

らは主柱に相当するピットは確認できなかった。検出時には、上面から掘り込むピットが多く、

竪床住居と認識せずに調査を進めていたが、周辺とはやや土壌状態が異なることから、掘削しな

がら観察を続けた結果、竪京住居の壁溝の輪郭を確認することができた。壁溝は幅約0。 lm、 残

存深は0.05mを測る。壁構内では、僅かに板状の痕跡が巡る状況が認められた。主柱穴がなく周

囲に板状痕跡がみられることから、平地式壁立ち住居と推定される。検出高はT,P.+27.3mを測る。

竃は確認することができなかった。竪寮住居1382は、重複の前後関係から竪穴住居1480よ り上層

に位置する。

住居内からは、土師器高郷 (38。 39)、 須恵器甕片 (52)、 鉢片 (53)、 砥石 (37)な どのほか、

図化できなかったが、土師器甑、須恵器杯片、器台片、壷片、製塩土器片などが出土した。出土

した遺物から、 5世紀中頃から後半頃に比定される。

第21図  1区 竪穴住居内出土遺物
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竪穴住居1281(第23図・図版 4)

調査区の西壁沿いで検出した竪穴住居で、西南端部は調査区外に広がる。平面形は隅丸長方形

に近く、東西辺約4.7m、 南北辺は約4.9mを 測る。住居の方位はN-5° 一Eを示す。住居の周

囲には幅約0。 lm、 深さ約0.lmの壁溝が巡る。壁構内では、長さ15～ 20cm、 幅 2 cm程の板状痕跡

が巡る状況が認められた。主柱床がなく周囲に板状痕跡がみられることから、平地式壁立ち住居

と推定される。検出高はT,P.+27.48mを測る。

竃は確認することができなかったが、調査時に浅い窪地状遺構として北側の東西辺中央部で、

灰や細かい炭化物が僅かに広がる遺構1422がみられた。埋土内に土師器高邦脚部片や小石などが

みられたことから、寵であった可能性がうかがわれる。

住居内からは、土師器甕 (54)、 須恵器壷口縁片 (51)な どのほか、図化できなかったが上師

器高邦、土師器甕、須恵器片などが出土した。出上した遺物から、 5世紀中頃から後半頃に比定

される。

竪穴住居1499(第24図・図版 5)

調査区の中央部北壁沿いで検出した竪穴住居で、北側は竪京住居1504と重複して存在する。前

第22図  1区 竪穴住居1382平 。断面図
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後関係は、竪京住居1504が上層で、竪穴住居1499が下層に相当する。竪穴住居1499は平面形が隅

丸長方形を示し、東西辺約4.2m、 南北辺約5,Omを測る。住居の方位はN-10° 一Eを示す。検

出時には、焼土層がやや歪な楕円形状に広がっていたことから、焼土坑として検出した。焼土坑

の長径部に観察用アゼを設定したため、隅丸方形状の竪文住居に対して斜め方向を向いている。

住居内で主柱を成す柱友は確認できなかった。住居の周囲には幅約0。 lm、 深さ約0.lmの壁溝が

巡る。壁溝内には板状の痕跡が認められたことから、平地式壁立ち住居と推定される。検出高は

T.P.+27.48mを測る。

住居内の床面付近では、炭・灰層の堆積や焼土層が広がる部分が多くみられた。埋土内にも焼

土、炭片などが混在していることから、焼失したものと考えられる。電については存在に気づか

ず掘削を進めたため、検出できなかった。

床面付近からは、土師器甕 (65・ 66)、 高邦 (56・ 57)、 小型丸底壷 (58。 59)のほか、使いこな

された砥石 (67～ 69)、 焼土塊などが出土した。土師器甕 (66)は、外面全体が黒く炭化するも

ので、甕の肩部に爪型文が施されている。出土遺物から4世紀後半頃から5世紀初頭頃に比定さ

ぽ 司
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第23図  1区 竪穴住居1281平・断面図
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れる。埋土内からは土師器甕 (61～ 64)や図化できなかったが、土師器壷、弥生土器の細片など

がみられた。おそらく、焼失後建て替えを行なう際に整地土として搬入された土砂の中に遺物が

含まれたものと推測される。

住居内の中央部付近で、長辺約1.5m、 短辺約1.Omの楕円形を示す土坑1902が存在する。土坑

の中央部で炭や灰を含む焼土層が広がり、床面は焼けて赤褐色を示す。中央部で僅かに一段深く

掘り込まれ、こぶし大程の河原石が隙間無く敷き詰められていた。遺物は出土しなかった。石敷

きの用途は不明であるが、床面が焼けて赤褐色化すること、住居内から砥石や焼土塊などが多く

出土することから、鍛冶関連の作業場であったのではないかと推測される。

止

め⑤

第24図  1区 竪穴住居1499・ 1504平・断面図
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黒褐色 +|こぶい赤福色 (焼土鬼含む)》卜(炭片 灰混じる)
暗灰黄色+仄褐0カト(炭片 灰混じる)
灰黄色+暗灰黄色砂質》卜(石敷遺格層 )
黒色■黒褐色》卜(炭片 仄混 じる駐上層 )
褐色+資灰色粘質カト
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竪穴住居1504(第24図 。図版 5)

竪穴住居1499と 重複して存在する竪穴住居である。北半部は調査区外に広がる。平面形は隅丸

長方形で、東西辺約3,lm、 南北辺約3.6mが残存する。住居の方位はN-10° 一Eを示す。検出

時には竪宏住居のプランを確認できなかったが、土層や平面観察により判別するに至った。焼土

層や一部で編み物状の炭化物が平面上に広がることから、焼失住居であると考えられる。竪水住

居1499の廃絶後ほぼ同じ場所に建て替えられたものとみられる。

住居内からは、土師器甕 (70)、 土師器小壷、須恵器甕片、製塩土器片などが出土した。概ね、

5世紀中頃に比定される。

竪穴住居1510(図版 4)

調査区の中央部で、竪京住居1382と重複して存在する竪穴住居である。検出時には竪穴住居と

認識せずに調査を進めていたため、充分な土層、平面観察ができなかった。判別した平面形は隅

丸方形で、東西辺約5.Om、 南北辺は約4.2mが残存する。住居の方位はN-10° 一Eを示す。住

居の北半部が竪穴住居1382に より削平を受けることから、竪穴住居1510が下層に相当する。

埋土内では、図化できなかったが製塩土器片、土師器高郭片などがみられた。概ね、 5世紀前

半頃に比定される。

萌

一

′

′

第25図  1区 竪穴住居1499。 1504内出土遺物
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竪穴住居1511(第26・ 27図 。図版 5)

調査区の西北部西壁沿いで検出した竪穴住居である。西南端は調査区外に広がる。検出平面形

は台形状を示すが、おそらく2棟が重複しているものと考えられる。各々の竪穴住居プランを判

別することはできなかった。竪文住居15■の東西辺北側は約 5mを測る。南北辺は西側が東西辺

に対してほぼ垂直を示し約5,2mを測る。東辺は斜向して延びる。東西辺で成す住居プランでは、

住居の方位はN-5° 一Eを示す。住居内で主柱に相当する柱穴、竃は確認できなかった。検出

高はT.P.+27.35mを測る。

遺物は、住居の中央部で帯状に並んで出土した。土師器壺、高不、須恵器杯蓋 (73～ 79)、 高

杯 (80～85)、 把手付椀 (86・ 87)、 壺 (89。 90)、 器台 (91)、 韓式系土器片、瓦質円筒形土器片
日
3

:|

暗褐色+にぷい資褐色(アロィク■混じる)粘質シ″卜(炭片 土器片含j)
灰黄褐t+調灰色カト(炭片混じる 土器片含と)
灰黄褐色十におい費禍色砂質》ト
褐灰色十にぶい黄禍色 171ヽ 7・ gフタ■混じる)砂質》ト

i:ξttg罪
蓑唇鋪銹阜と:と;:|卜   |

9 にふい黄拇色 +褐灰色 1/1ヽデEヮタ■混じる)砂混 じリカト
10に ぷい資橙色 +褐灰色粘質カト

第26図  1区 竪穴住居1511平・断面図
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(92～ 99)、 製塩土器 (102)、 叩き石 (100。 101)、 有孔円板 (716)、 馬歯など、多くの遺物が出

土した。須恵器高杯などの完形品が並んで出土するなどの検出状況から、祭祀的行為が行われた

ものと推測される。出土した瓦質円筒形土器片は竃などの煙突とみられるが、同時期の集落内住

居とは異なった状況を示しており、朝鮮半島系の様相がうかがえ、朝鮮半島との関係があったも

の思われる。 5世紀中頃に比定される。

竪穴住居1489(第28図 。図版 4)

調査区の北端部で検出した竪穴住居で、北東端部は調査区外に広がる。河川1500の北岸に位置

する。調査時に掘削深度の誤りで竪水住居の北から西部を欠損してしまった。平面形は方形状を

示すとみられる。東西辺は約3.7m、 南北辺は約3.5mが残存する。住居の方位はN-5° 一Eを

示す。住居内から、主柱に相当する柱穴、竃は確認できなかった。検出高はT.P.+27.3mを測る。

住居内からは、土師器台付壺脚底部 (47)、 甕口縁部 (55)、 土師器細片などが出土した。 5世

握
Ⅷ
□
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竪穴住居571(第29図・図版 5)

調査区の南西端部で検出した竪水住居で、南半部の大半が調査区外に広がる。 1区南側壁断面

及び西側壁断面で確認されたもので、調査区内では東西方向の北辺相当が認められるが、住居プ

ランを確定することはできなかった。東西方向に約 5m、南北方向に4.2m以上を測るとみられる。

住居内埋土の堆積状況で、炭や灰層が多く混じることから焼失住居と推測される。

遺物は、壁断面に多く認められた。須恵器杯蓋 (40。 41)、 杯身 (42・ 43)、 高邦 (46)、 醒 (48)、

すり鉢底部 (49)、 土師器把手付鍋、甕片などが出土した。出上した遺物から、 5世紀後半から

6世紀初頭頂に比定される。

円形竪穴住居 (第31図・図版 5)

調査区南側で検出した円形竪床住居である。調査時には、竪丈住居と認識せず溝140(第12図 )

として検出している。上層が後

世の削平を受けており、周溝の

痕跡 (溝140)が僅かに残るだ

けである。直径は約10mを測る。

主柱床や炉などは確認できな

かった。弥生時代に相当するも

のと考えられる。

住居に関連する出土遺物は確

認されなかったが、周辺の遺構

P1503、 P1353、 P1562な どから

弥生土器の甕 (156・ 157)や壷

(154・ 155)な どが散逸的に出土

した。

黄灰色十蜀灰色 +黒褐色十欄色 (デ ,″土混 じる)ント
暗灰貰鶴色 +にぶい黄褐色■灰褐色 (灰色カト多 く含j)粘質力I
ォ,‐メ褐色 +暗灰貨色枯賓カト
昌褐色 +褐灰色》ト
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(地山層)暗灰責色消質カト
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その他の竪穴住居 (第30。 31図 )

調査時、浅い窪地状の遺構や不定形の上坑に相当すると考えていたが、土壌の変化や遺構の検

出状況、断面観察などから竪文住居と判別されたものが幾つか(竪穴住居A～ Q)み られた。

調査区西北部の竪穴住居15■の東南側で、不定形の浅い土坑状遺構1402・ 1645・ 1643・ 1026を 検

出した。竪京住居Mと判別されたものである。推定検出形は、東西約4.8m、 南北約4.5mを 測る

方形状を成す。住居の方位は概ね N-10° 一Eを示す。竪京住居Mに重複 して、窪地状遺構

1494・ 1640。 1044と して検出した竪文住居Kがみられる。推定検出形は、東西約4.5m、 南北約4.5m

を測る方形状を成す。住居の方位は概ねN-5° 一Eを示す。遺構内からは、須恵器杯身 (104～

106)、 杯蓋 (103)、 土師器高不 (107～ 109)、 平底鉢 (■ 0)、 甕 (■ 1・■2)、 砥石 (130)、 土師

器把手、小型丸底壷などが出土した。

調査区の北西端部で竪鬼住居15■の西北側に近接して、不定形の浅い土坑状遺構1673・ 1663・ 16

竪穴住居内遺構出土遺物

-35-

Kヮ

第30図  1区



69が帯状にみられた。竪穴住居Hと判別した。遺構内から須恵器杯身 (■ 8)、 小壷 (119)、 器台

(120)、 瓦質円筒形土器 (121)な どが出土した。竪水住居1511の遺物出土状況に酷似する。

調査区南西部の竪文住居1281の東側で、浅い不定形土坑が多く、炭化物や灰などが広範囲にみ

られた。竪穴住居 Cと判別した。焼失住居と推測される。推定検出形は、東西約4.Om、 南北約4.Om

を測る方形状を成す。住居の方位は概ねN-3° 一Eを示す。重複して竪穴住居Dがみられる。

遺構内からは、土師器高邦 (■ 4)、 須恵器把手 (■ 5)な どの細片が多くみられた。

調査区の南端部に位置し、浅い窪地状を示す遺構623・ 646・ 579・ 594は、推定検出形が方形状を

成す。竪穴住居Fと判別した。遺構623内から、土師器高邦 (■ 6)がほぼ完形で出土した。

調査区の北部に位置する遺構■69。 1089は、竪穴住居 Qと判別した。砥石や製塩土器片、土師

器高邦、甕片などが散逸的に出上した。

このほか確認された竪京住居は、検出形が方形状を呈し、概ね北を意識したものと推測される。

Ⅱ類

Ⅳ類

未検出竪穴住居 I

未検出竪穴住居 Ⅱ

I類

I類

＝

鰯

■

Ⅷ

＝

□

X

γプ

第31図 竪穴住居配置図

＼

γプ＼

為駐ざ控

螺
鞠

強酔
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住居番号 調査区
寸法

(m)X (m)
離
ｍ
主軸方位 形状 特記事項

備  考
(検出遺物など)

備  考
(関連遺構)

分類

竪-460 5区
1,3 X 3.0
(残) (残 ) N-5° ―E 隅丸方形 調査後竪穴住居と判明 戻恵器片・土師器片 Ⅳ類

竪-566 5区 不明 N-8° 一E 隅丸方形 調査後竪穴住居と判明 贋恵器片。土師器片 Ⅳ類

竪-523 5区
1.3 X 21
(残) (残 ) N-8° 一E 隅丸方形

調査後竪穴住居と判明
院失住居 (焼土層広がる)

興恵器片・土師器片 Ⅳ類

竪-148( 1区 4.3 × 45 N-50° ―E 隅丸方形 I本の主柱穴を有する 霜20,21図 。図版19 I類

竪-138を 1区 4.5 × 48 N-10° 一E 隅丸方形 壁立ち竪穴住居か? 霜21図 。図版13 Ⅲ類

竪-1281 1区 × N-5° 一E 隅丸方形 壁立ち竪穴住居 零21図 。図版14 土坑1351 Ⅲ類

竪-149〔 1区 4.2 X 50 N-10° 一E 隅丸長方形 壁立ち竪穴住居 第25図 。図版14 土坑1506・ 1507 Ⅱ類

竪-150Z 1区
3.1 × 36

(残 )
N-10° 一E 隅丸長方形 晩失住居 鶏25図・図版14 Ⅲ類

竪-1511 1区 5.2～6.8X5.0 甜930 N-5° 一E 合形状
壁溝確認できず
2棟重複か?

第27図 。図版14・ 1 Ⅳ類

竪-148( 1区
3.8 X 3.9
(残) (残 ) N-5° 一E 隅丸方形

一部掘り過ぎによる欠

損
第21図 '図版15 Ⅱ類

竪-571 1区
2.O X 2,8

(残 )
不明 下明 調査後竪穴住居と判明 幕21図・図版15 V類

竪-151( 1区
5.O X 4。 2

(残 )
約21 N-10° 一E 隅丸方形 未掘 第21図 。図版16 I類

竪―A 1区
4.5 X 4.5
(推定)

語920
N-3° 一E
推定
方形状

窪地状
土壊変化あり

戻恵器杯身・杯蓋・

上師器甕片

目橋314,352,

279,278

竪―B 1区
42 X 4.5
(推定)

約19
N-3° 一E
推定
方形状

窪地状
土壌変化あり

竪―C 1区
4.0 ×

(推定)
約16
N-3° 一E
推定
方形状

窪地状 焼土層広がる
土壊変化あり

上師器甕・高lTh脚
目構688,641,632,

334,635,637,700

竪一D 1区
4.7 X 4.7
(推定)

語922
N-3° ―E
推定
方形状 土壌変化あり 上師器片 自構704,703

竪―E 1区 ４
，
５
向

Ｘ

ヽ
ブ定
４
．
５
帷

語920
N-10° 一E

推定
方形状

土壌変化あり 1区西
側側溝断面にて確認

土師器高杯脚部・甕
片

置構1577,1581,

1277,1278,1279

竪―F 1区
4 X 4
(推定)

約16
N-3° 一E
推定
方形状 土壊変化あり 土師器高郵・甕片 目構623,646,579

竪―G 1区
4 X 4
(推定)

約16
N-3° ―E
推定
方形状

土壌変化あり 1区南
側側溝断面にて確認

上師器養・須恵器杯
貴構
,79,580,581,583

竪―H 1区 35X不明 不明 方形状
帯状に焼土・土器片分
布する範囲あり

須恵器杯。器台・高
杯片・養片・土師器
片

童構1673,1663,
1669

竪― I 1区 不明 不明
窪地状
壁断面にて確認

童構1639

竪―」 1区 不明 不明
土壊変化あり

壁断面にて確認
豊構110

竪―K 1区
4.5 × 45
(推定)

甜920
N-5° 一E
推定
方形状

遺物多い

窪地状

土師器甕片・高邪・

把手・鉢・須恵器
壺・杯片

置構1494,1640,
1044

竪―L 1区 不明 不明
推定 (不確実)
壁断面にて確認

上師器養。細片 上坑1331

竪一M 1区 4.8 × 4.5

(推定)
約21
N-10° 一E
推定
方形状

遺物多い

窪地状

土師器小型丸底壺・

甕・高杯脚・須恵器
甕。杯他

置構1042,1645,
1643,1026

竪一N 1区
4.O X
(推定)

約18 推定 方形状 ?
土壊変化あり 焼土含
む

上師器養片 遺構1581,1580

竪―O 1区
X 4.5
(推定)

約21 推定 方形状 ?
土壌変化あり 焼土含
む

土師器小型丸底壺・

甕・焼土塊。他
遺構1220,1354,
1415,1267

竪―P 1区
4 X 4
(推定)

約16 推定 方形状 ?
土壌変化あり 1区西
側側溝断面にて確認

竪―Q 1区
4.3 X
(推定)

約19 推定 方形状 ? 散乱遺物多い
土師器高杯脚,甕
片,砥石

遺構1169,1089

表 2 竪穴住居一覧表
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竪穴住居一覧 (第31図・表 2)

竪水住居の検出状況でその特性を明らかにするため、竪京住居一覧 (表 2)に まとめた。竪文

住居の住居番号は、検出時に判別したものについては、遺構番号をそのまま採用した。なお調査

時に判別できなかったが、竪文住居と認識されたものについては、新たに付番した。

重複状態、前後関係が明らかなものとして、竪穴住居1480と 1382、 1510。 竪穴住居1499と 1504

が各々重複している。検出状況や土層観察などから、旧→新の順は竪穴住居1480→竪水住居1510

→竪穴住居1382、 竪床住居1499→竪床住居1504と なる。

出土遺物からみると I類からⅣ類に分類することができる。

I類 (4世紀代相当)竪宍住居1480

Ⅱ類 (4世紀末から5世紀前半頃)竪水住居1499・ 1510。 1489

Ⅲ類 (5世紀中頃)竪久住居1504。 1511(5世紀中頃から後半頃)竪水住居1382・ 1281

Ⅳ類 (5世紀末から6世紀代)竪床住居571、 竪水住居460。 566・ 523

住居の形態では、竪穴住居内に主柱穴を伴うものは竪寮住居1480である。竪京住居内に主柱穴

を伴わず、壁溝に板状痕跡がみられる平地式壁立ち住居と考えられるものとして、竪穴住居

1382・ 1281・ 1499な どがある。竪文住居の検出形状は平面形で概ね隅丸方形状を示す。竪穴住居

1499。 1504は隅丸長方形を示す。調査時に判別できなかったが竪穴住居と認識されたものについ

ても、方形状を示すと推測される。住居の面積は、概ね18～ 23∬で中型規模に相当する。住居の

方向は、竪丈住居1480がN-50° 一Eであるが、ほかはほぼN-0～ 10° 一Eに収まる。自然地形な

ど不定形な方向であったものが、一定の方向、特に北を意識して住居を建てるようになったもの

と推測される。

寺田遺跡で検出した建物は、竪穴住居と掘立柱建物がある。集落内で、竪水住居と掘立柱建物

が並存していた時期があると考えられる。竪床住居1499。 1382・ 1281と掘立柱建物 1。 2・ 3は平

面的には重複することなく、また建物の方向についても概ねN-5～ 10° 一Eを示すなど、並存が

可能な条件がうかがえる。掘立柱建物 6。 11・ 12・ 18な どは竪穴住居1499の上層から切り込む状況

がみられる。竪京住居1382の上層から掘立柱建物13・ 16・ 22が、竪水住居15■の上層から掘立柱建

物17が切り込む状況がみられる。

竪水住居と掘立柱建物の前後関係を検討した結果、 5世紀初頭頃に相当する竪寮住居Ⅱ類に、

掘立柱建物A類が並存するものとみられる。さらに、 5世紀中頃に相当する竪床住居Ⅲ類には、

掘立柱建物A類、B類が並存する。 5世紀末から6世紀初頭頃に相当する竪宍住居Ⅳ類には、掘

立柱建物Eが並存していたものと考えられる。

1区では掘立柱建物と竪穴住居が同一面で検出されたことから、建物間の重複や前後関係が複

雑となり、竪文住居と掘立柱建物の並存状況を充分に検討し切れなかった。今後の調査で、詳細

が明らかにされることを期待したい。
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土坑261(第32図 )

調査区南側中央部に位置する浅い溝状土坑で、検出長1.lm、 幅0。 65m、 深さ約0。 15mを測る。

埋土はにぶい黄褐色及び褐灰色粘質シル ト。埋土内から土師器細片が出上した。

土坑1376(第32図 。図版 4)

竪京住居1510の西側に近接して検出した焼土坑である。一辺約1.2mの方形状を示し、深さ約0。 1

mを測る。埋土中に炭化物、灰層が堆積する。遺構底部には小さな穴が幾つもみられた。竪穴住

居1510の付随遺構とみられるが詳細は不明である。埋土内からは土師器小型丸底壷、甕、高邦、

鍋、須恵器甕などの細片が出上した。

S                   N
261    TPキ 2760m

E W
TP+2760m

1 にぶい黄褐色+灰黄褐色婦 灰色
(フ

イ
ロック土混在する)粘質》ト

2 褐灰色+に がい責褐色
(フ
・ロック上混在する)粘質

"ト

E

―
+

!

W   W
TP+27∞ m

E    s         1361
7 蜘 m ｍＮ】一スゝ タたゝ ∠生

粍
×
／」

黒褐色 +にぶい黄褐色砂混じり粘質・7P卜        4(地 山層)にぶい責色 +にぶい責褐色シルト
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7灰黄褐色十黒褐色 +褐色(地山フ・ロァタ混じる)粘質渤ト

0                      1m

＼

ノ
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588    TP+2870m

1(ビ ット内埋土)黒褐色+にぶい黄褐色
(メロック土混じる)粘賓》卜(炭片含む)
2褐灰色■黒褐色十にぶい黄橙色粘質》卜(炭片含と)
3 黒褐色■にぶい黄橙色粘質》卜(炭片 小土器片含む)
4 にぶい黄橙色十にぶい黄褐色十褐灰色
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・ロンタ土混じる)粘質》ト
5 にぶい黄橙色 +にパい黄褐色粘質》ト
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(井戸1617)
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"卜
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W      1315          E
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黒褐色+にがい黄褐色 (デロ,ク土混じる)粘質渤卜(遺物含tr)
にぶい黄褐色 +褐灰色 (灰プロック土混じる)粘質》ト
(地山層)にぶい黄褐色粘質》ト

(P-1供 X)
禍灰色 +にぶい褐灰色 (アロ,夕土混じる)粘質・/P卜 (遺物含む)
にぶい黄褐色 +褐灰色 (灰メロック土混じる)粘質カト
(地山層)に ぶい贅褐色粘質》ト

ノ

∞
∞
留

い
，

Ｈ
”

刀
く
下

X=-169486

X=-169488

|

第32図  1区 遺構平・断面図
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土坑1361(第32図 )

竪床住居1281の南西隅で検出された土坑で、長辺約1.5m、 短辺約1,3mの楕円形状を示す。竪

穴住居1281の付随遺構とみられるが詳細は不明である。土師器甕片などが出土した。

土坑1506。 1507(第32・ 24図 )

土坑1506は竪京住居1499の南側に付随して検出された土坑で、住居南辺中央部あたりで長方形

状に住居外へ広がる。埋土中には炭化物や灰層を含む。埋土内から土師器甕片が出土した。

土坑1507は竪文住居1499の南東側に近接して検出された土坑で、長辺約1.6m、 短辺約1,lmの

楕円形状を示す。炭化物や灰層、焼土、焼土塊を含む。土師器甕 (71・ 72)、 鉄滓、鋳造鉄斧 (257)

などが出土した。鍛冶関連の作業場と推定される竪穴住居1499の関連遺構と考えられる。

井戸1617(第32図・図版 6)

調査区の中央部で検出した直径約1.5mの円形を示す素掘りの井戸で、深さ約0.6mの浅いすり

鉢状を呈す。遺物は出土しなかった。農業用井戸とみられる。

井戸588(第32図・図版 6)

調査区の南西部で検出した楕円形状を示す素掘りの井戸で、長辺約1.3m、 短辺約1.Om、 深さ

約0。 5mを測る。埋土内には炭化物や灰層を含み、須恵器甕、土師器甕片などが出土した。

P1220・ 1354・ 1415・ P1315(第32図 。図版 6)

P1220。 1354・ 1415は、調査区の中央部西南側で検出した遺物出土遺構で、細片となった土師器

小型丸底壷が複数出上した。P1354では小型丸底壷のほか、製塩土器片、輔羽口などが出土した。

遺構周辺では、焼土や灰、炭化物層が広がり、製塩土器片などが多く出土する。近接して焼土塊

を含むP1253・ 1421がみられる。調査時に判別できなかった竪丈住居 (竪-0)に相当する。

P1315は、竪穴住居1499の南側で検出した遺構で、検出径約0.4mのやや楕円形状を呈する浅

い皿状を示し、埋土内から小型丸底壺が複数個出土した。

河川1500(第34図・図版 6)

調査区北半部で東側から西側に向かって流れる旧河川跡を検出した。検出幅約13m、 深さ0.15

～1.4mを測る。河川1500の上流方向にあたる東方には観音寺山丘陵があり、下流方向は松尾川

の方向へと向っている。河川1500の河川内埋土は、概ね6層に大別することができる。

河川内第 1層 基本層序第 4層白灰色シル ト層に相当。須恵器、土師器などの遺物を含む。

河川内第 2層 (1)基本層序第 5層黄褐色粘質シル ト層を主とする。河川埋没後の上層堆積層。

層厚約15cmを測る。須恵器蓋杯、高杯、甕片などの遺物を含む。

河川内第 3層 (2)黒帽色粘質シル ト層。河川埋没最終段階の浅い窪地内堆積土。層厚約15cm

を測る。須恵器蓋杯、高杯、壷、醒など多くの遺物が出土。

河川内第 4層 (3・ 6。 15～ 17・ 19。 20)黒褐色ないし暗褐灰色小砂レキ混じる粘質シル ト層。河

川稼動時の堆積土。層厚約15～ 20cmを波Iる。初期須恵器片、須恵器高杯、醒、壷、器台、土師

器高不、甕、壺など大量の遺物が出土。
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河川内第 5層 (4。 5・ 7～ 10・ 12・ 18。 21)黒褐色及び黄灰色砂混じり粘質土層。河川内流水堆積

層。層厚約10～ 40cmを測る。土師器高邦、小型丸底壷、船片、壷、甕や鉄滓、砥石など鍛冶に

関係すると思われるものなど多くの遺物が出土。

河川内第 6層 (ll。 13。 22・ 23)黒色及び暗灰黄色砂混じり粘質土層。 (砂・砂礫土と粘土が互層

を成す)。 河川内流水堆積層。層厚約10～ 40cmを測る。土師器壷、甕、鍋、小型丸底壷、製塩

土器片などが出土。

河川1500の左岸はテラス状に浅顔が広がっている。浅瀬部分では初期須恵器を含む高杯、杯身、

0             1徴

第33図  1区 遺構内出土遺物
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杯蓋、醒などが列状に遺存する状況がみられ、高杯内及び周辺から滑石製の臼玉や有孔円板、紡

錘車などが出土している。浅瀬部分で祭祀的な行為が行なわれていたものと推定される。

河川1500の堆積層下層部から、庄内甕片などが出土した。河川上層では窪地状の堆積層から5

世紀中頃から6世紀前半頃の須恵器が大量に出土することから、河川1500は 4世紀代に流路が定

まり、 5世紀中頃から遅くとも5世紀後半頂には完全に埋没していたものとみられる。河川埋没

後には、掘立柱建物が築かれるなど、当地で集落が継続して営まれていたことがうかがえる。

下層河川 (第34図・図版 9)

調査区中央部で河川1500の下層から旧河川跡を検出した。調査の都合からトレンチを設け、断

面観察を行なった。下層河川の埋土は概ね2層に大別することができる。河川内第 1層から河川

内第 6層は河川1500に順ずるもので、下層河川内堆積層は、河川内第 7層・ 8層に相当する。

河川内第 7層 (14～ 16・ 25～29)灰黄褐色ないし黒褐色シル ト層。下層に細砂層がみられる。層

厚約0.2～ 1.Omを測る。埋土内から庄内甕片、小型丸底壷片などが出土した。

河川内第 8層 (17・ 30。 31)オ リーブないし灰黒色黄褐色砂レキ土層。層厚約0。 3～ 1.3m以上を

測る。埋土内から土師器甕 (387～391)片、弥生土器片などが出上した。

下層河川は堆積状況から、一時期に激しく流れ、いっきに埋まった様相がうかがえる。その後、

ほぼ同じ流跡で河川1500が形作られたものと推定される。

溝1910・ 1911(第34図 )

河川1500か ら分岐し、河川の南岸を河川に沿って西に流れる溝である。検出幅0。 3～0.5m、 深
N  ttDЮ

 Tュ +,740m   N 
溝増H TP弓

7nm

1 にぶい黄褐色+灰黄褐色粘質7ty卜 (小土器片含と)
2(地山層)にぶい黄褐色砂質カト
0            05m

― 20-lg― lll

胡 少く含む)

し留毎多売良毯場片多く含む)
13m

下層河川 |
S

一頒
祭
祭
胸繰

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ю

1(河川内第2屈 )1こぶい黄褐色粘質》卜(小土器片合む)       12(河 川内第6層 )褐灰色組砂混じり沙ト
2(河川内第3層 )黒褐色粘質》卜(小土器片含む)            (細 砂と》卜の互層)(下層に木片 炭化物含3)
3(河川内第5層 )黒色粘質±                    13(河 川内第6層 )明緑灰色細砂混じリカト(鉄分沈着)
4(河川内第6層 )黒褐色砂混じり粘質土 (下層細砂)         14(河 川内第研め灰黄褐色

"卜
(炭化物 上器片含t・ )

5(河川内第2層 )灰責褐色粘質カト(上器片含tr)          15(河 川内第7層 )贈灰黄色シルト
6(河川内第3層 )黒褐色粘質》卜(土器片多い)           16(河 川内第7層 )灰黄褐色砂混じり・7T卜 (砂 と》卜の互層)
7(河川内第4層 )灰黄褐色十黒褐色砂混じり粘質》卜(土器片多い)  17(河川内第3層 )灰色 +オリーデ黒色カトデuック混じる砂琳土

22にぶい黄褐色砂質上(鉄分沈着)
23黄褐色》ト
24(河川内第6層 )褐灰色 (細砂混じる)砂質》ト
25(河川内第7層 )褐灰色カト(下層細砂)
26(河川内第7層 )灰色十褐灰色砂レ1混 じり上
27(河川内第7層 )にぶい黄褐色砂混じり》ト
28(河川内第7層 )皐褐色》卜(下層細砂)

8(河川内第4層 )黒褐色砂混じり粘質カト(土器片含む)
9(河川内第4層 )黒褐色+黒色粘質》ト
10(河川内第4層 )灰黄褐色十黒褐色粘質カト(土器片多い)
11(河川内第5層 )黒褐色粘質カト

第34図  1区

18(河川内第舗め灰黄褐色細砂混じり》卜              29(河 川内第7層 )灰色 +褐色砂混じり》卜(上層細砂)
19(地 山層)オリーデ灰色+灰色粘質主                30(河 川内第8層 )オリデ黒色 +灰オリーフ・色砂レ1土
釣 黒褐色粘質》卜(鉄分沈着)                   91(河 州I内第8層 )1こぶい黄褐色砂琳土
21(河川内第4層 )黒褐色砂質》卜                  32(地 山層)褐灰色砂質上

河川 1500。 下層河川・溝 1910・ 1911断面図
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さ約0.lmを 測る。埋土内からは須恵器杯蓋 (149)、 透かしが菱型の高杯 (150)、 鉢 (153)、 小

壷 (151)、 土師器把手 (372)、 土師器甕 (152)な どが出上した。

河川上層出土遺物 (第33・ 35図 。図版12・ 13・ 16)

河川1500埋没後の浅い窪地や河川テラス部分の南岸や近接地から、初期須恵器を含む遺物が数

多く出土した。浅い窪地状の遺物出土遺構 (P1345。 1425。 1435・ 1616・ 1490・ 1021等)か らは、杯

蓋 (159。 160・ 163)、 杯身 (161・ 162・ 164～ 169)、 高杯 (170～ 174)、 把手付椀 (175)、 醒 (176)、

嘲
160                                               163

第35図  1区 河川上面出土遺物
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台付壺 (177)、 甕 (178～ 180)、 器台 (181・ 182)、 土師器高邦、壷、甕、船把手のほか、製塩土

器片が多く出土した。 5世紀前半から5世紀後半頃のものが主を成す。

河川埋没後の河川上やその周辺に建てられた掘立柱建物のピット (建 P1252・ 1637・ 1082・ 1197

等)か らは、須恵器杯身 (133～ 135。 137・ 139)、 杯蓋 (131。 136・ 138・ 147)、 高杯 (146)な ど多く

の遺物が出土した。 5世紀中頃から6世紀前半頃のものが主を成す。

小結

1区では、上面で周辺の条里型地割に沿った方向を示す区画溝と鋤溝跡を検出した。下面では

古墳時代の竪穴住居及び掘立柱建物から成る集落域を確認することができた。河川1500は、機能

時には集落の北側を画していたものと推測される。また、検出された竪穴住居や掘立柱建物の重

複状態や前後関係から、集落内での建物の変遷を推察することができた。さらに、河川1500の下

層から下層河川を検出した。集落が形成される以前は下層河川の河道であったが、埋没後の4世

紀代に竪水住居から成る集落が営まれたと推測される。当初、建物の方位は不定方向であったが、

北を意識する建物配置をとる集落となり、竪穴住居と掘立柱建物が共存する時期を経て、掘立柱

建物が主となる集落が形成されたものと推測される。

5。 2区の調査

2区は調査域の中央部西南側に位置する。府営住宅の住棟・施設棟・防火水槽などの関連施設

に相当する調査区で、南北約46m、 東西約19mの長方形状を示す。

2区では上面で条里方向を示す溝を検出した。河川上層面では焼土坑、掘立柱建物、建物ピッ

ト、井戸などを検出した。河川相当面では、溝、 1区より延伸する河川1500が分岐した河川1500

北東と河川1500南西が調査区を縦断して検出された。

1)上面の遺構 (第 6図 。図版 7)

溝1633・ 1695・ 溝1734(第 6図 。図版 7)

溝1633は、 1区から縦断方向に真っ直ぐ延びる溝である。 1区では溝975である。検出幅約0.3

m、 深さ約0。 2mで、 2区内での延長は約27mを測る。調査区中央部で溝が分岐し溝1695と 平行

して延びるが約3.5m先で消滅する。埋土内から須恵器杯蓋 (235)、 高杯 (237)、 椀 (236)、 庭、

甕、土師器甕片などが出土した。溝1633の延伸方向は、当地周辺の条里型地割の方向に相当する。

溝1734は、 2区中央部で北南方向に延びる溝である。検出幅0.25～ 0。 4m、 深さ約0。 15mで北

に向って浅くなる。延長は約14mを測る。埋土内からは土師器甕の細片が出土した。
SヽV    1633     NE W  1734-①    E W  1734-②    E W  l終 4-③

TP+27 FDOm

1 灰黄色+灰オリア色7tト
2灰オリフ・色十暗オリフ・灰色》ト
3(地山層)にぶい黄褐色砂質カト

TP+2690m

1 にぶい黄褐色十黒褐色粘質》卜(炭片 ガヽ土器片含む)
2 黒褐色粘質

"卜
(炭片 土器片多く含む)

第36図  2区 上面断面図

黒褐色砂質シルト
(地山層)に ぶい黄褐色砂賓》ト

0                                         1m
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2)河川上層面の遺構 (第 7図 )

上面遺構面から第 4層灰黄色粘質シル ト層を取り除くと、焼土坑、掘立柱建物、井戸などの遺

構を確認した。河川1500上層面に相当する。検出高はT.P,+27.20m～ T.P.+26.85mを測る。

焼土坑 1839・ 1940・ 1841・ 1842・ 1844・ 1846他  (第37図・図版 8)

河川1500南西の北側肩部で広範囲に焼土が広がり、幾つかの焼土坑を検出した。検出径0.4m

程の歪な楕円形状を示すもの (1840。 1842・ 1843・ 1844・ 1846他)は、深さ約0.07～ 0。 2mの浅い皿

型を呈する。埋土内から須恵器高杯 (197)、 土師器高邦 (211)、 須恵器甕片などが出土した。焼

土坑1839。 1841は帯状に広がりを持つ焼土坑である。焼土坑1841の北側部 (1841-①)では、中

央部が約0,3mと深くなる。埋土内から須恵器杯蓋 (198～ 200)、高杯 (201～ 206)、 土師器甑 (207)、

甕 (208～ 210)、 把手 (231～ 234)、 須恵器杯身、醒、壷、甕片などの遺物が出上した。概ね5世

紀後半頃に比定される。これらの焼土坑の周囲には疫屋の存在を伺わせる柱鬼がみられることか

ら、鍛冶に関連する遺構ではないかと考えられる。

焼土坑1966(第37図 。図版 8)

焼土坑1841の下層で焼土層が堆積する土坑である。焼土層は南北約5。 Om、 東西約 5m強の範

囲に広がる。埋土内から土師器甕 (185～ 189)、 高雰 (191～ 193)、 須恵器高杯 (194～ 196)、 韓

式系土器甕 (190)、 製塩土器、砥石などが出土した。概ね 5世紀中頃から後半頃に比定される。

河川埋没後に建てられ焼失した竪水住居、或いは鍛冶関連遺構に相当するものと推察される。

焼土坑1961・ 1733A。 1963・ 1866・ 1733B・ 1736他 (第37図 。図版 8)

焼土坑1961は、 1区 との境部で検出した。長径約3.3m、 短径約2.2mの楕円形状を示し、深さ

約0,3mを測る。埋土内から須恵器鉢 (212)、 韓式系土器甕 (214)、 手づくね土器底部 (213)、

高杯、土師器甕、高郭などの細片と焼土塊が出上した。焼土坑1733Aは 、河川1694の上層で歪な

楕円形状を示し、深さ約0.lmの浅い皿型を呈する。埋土内から須恵器杯蓋 (221。 222)、 把手付

椀 (223)、 高杯 (224・ 225)、 甕片、小型壷片、土師器高邦、製塩土器片などが出土した。焼土坑

1963は、溝1867の上層で細長い楕円形状を示す。埋土内から須恵器杯身 (215。 216)、 甕 (217)、

土師器高都、小型器台、甕片などが出土した。焼土坑1866は、直径約1.5mの隅丸方形状を示す

もので、須恵器甕片、杯片などが出上した。焼土坑1733B。 1736は幅約0。 5mの浅い溝状を示す。

須恵器などの細片が出土した。いずれも5世紀後半から6世紀初頭頃に比定される。炭化物・灰

層などの廃棄土坑とみられるが、詳細な用途は不明である。

土坑1696・ 1865(第37図・図版 8)

調査区北東部で検出した不定形土坑で、検出幅約3.0～4,Om、 深さ約0。 2～0.3mを測る。土坑

1696か ら須恵器高杯 (226～ 228)、 臨 (229)、 杯身、杯蓋、土師器甕 (230)、 高郭などが出上した。

土坑1865か ら須恵器甕片 (218。 219)、 高杯 (220)、 杯身、土師器甕片などの細片が出土した。い

ずれも5世紀後半から6世紀初頭頃に比定される。河川や溝上層の窪地を拡張して土坑とし、土

器を廃棄したものと推測される。
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TP+27211m 1841-②     TP+27 211m l 暗灰黄色+灰オリープ色+~~~~~    
黒褐色小レキ混じる粘質劫ト

西宙 :飴肇i讐撒
洲

(焼■ 炭化含む 小土器片多く含む)
2 にぶい黄褐色十暗灰黄色砂質劫ト
(焼土含む 小土器片含と)

1 灰色 +灰オリーデ色 (デロァク土混じる)粘質》卜(焼土 炭化物含む)
2(地山層)灰オリーデ色十貨灰色

"ト

(炭化物含む 小土器片含む)

TP+2720m

1 灰黄褐色+褐灰色 (灰色》け含む)
粘質・7Pト
2 黒褐色 +灰黄褐色粘質》ト
(炭化物多く含tr)
3 オリーゲ褐色十,こ然い黄褐色
(黄色フ・ロック土含む)小砂混じり粘質カト

0                                     11n

1にぶい黄褐色十責褐色+暗灰責色粘質カト
2黄灰色 +灰色》卜(下層に炭化物入る 土器含む)
3暗灰責色 +黄褐色粘質カト
4黄褐色 (ゲロ″土)■黒色 (炭化物層)互層を成す粘質カト
5黄褐色 +灰オリーデ色粘質渤卜(小土器片含む 炭化物少し含む)
6黒色(炭化肋層)十オリー7・褐色(炭化物帯状に入り互層を成す)粘質

"卜
(小土器片含む)

S
TP+2690m

7黒褐色 +暗灰色 +オリーデ褐色粘質
"卜
(炭化物含む 互層を成す 遺物多く含む)

3黒色十暗灰黄色 (フ・ロック■)小砂混じる砂質
"卜
(灰 炭化物多い)(上器多く含む)

9黒色+暗灰黄色 (フ・ロック■)渤卜(炭化物多い 土器多く含む)
10黒褐色 +黒褐色 (炭化物含む)"ト
11黄灰色粘質シルト(土器多く含む 炭イヒ物含む)
12暗灰黄色 +黄灰色粘質劫ト

4 黒獨色粘質シルト
5(地山層)1こ ぶい黄褐色+褐色砂質》ト
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TP+2720m

Lfツラ
「
Eさうノκ

1 黒褐色十にぶい黄褐色粘質シルト(小土器片 炭化物含む)
2 黒褐色粘質》卜(下層灰 炭化物含む 土器片多く含む)
3 黒褐色+灰黄福色粘質カト(炭化物含む)
4 黒禍色十貨褐色 +褐色 (地山デu・7ク含む)粘質カト(炭イヒ物含む)
5(地山層)灰黄褐色 +褐色粘質》ト
NW                1696

2mi蔭

訃自禽
g紳隆 常蕩参守警御

fr鞠増幾  (

TP+2720m

1 黒褐色十灰色 +オリーデ黒色粘賓》卜(炭化物多く含む)
2 にぶい黄褐色 +黒色 (炭化物含む)粘質劫ト
3(地山層)オリデ褐色 +暗灰黄色粘質カト

1 暗灰黄色粘質
"卜
(小土器片 炭イヒ物含む)

2 黒褐色十オリーデ黄色》ト
3灰オリーデ色+灰色カト(鉄分多く含む)
4(地山層)灰オリーデ色■黄灰色・7Pト

2区 焼土坑・土坑平・断面図

1 にぶい黄褐色 (アロック上含む)+黒色十暗灰黄色》卜(炭化物多く含む)

1 にぶい黄色 +黄褐色+黄灰色
(アロァク土含tr)粘質》卜(炭化物含む)(アロァク土含tr)粘質》卜(炭化物含む)
2灰オリーフ・色+黄灰色+黒褐色粘質》ト医オリーフ・色+黄灰色+黒褐色粘質》卜       (炭 化物下層層境に帯状に入る)
(小■器片含む)(下層に炭化物薄く帯状に入る)6 黄褐色十灰オリーデ色粘質シルト

2 灰黄色 +オリーフ・黄色・7P卜 (炭化物含む)
3 黒色+灰色十暗灰黄色 1/1ワ'ロック土混じる)カト

1割l③    4ゼ雲I鰈「ヽナ落雹驀奏勇卜候化物少崎め
キ ♀T壁型

“
:轟脇島ふ戻綿鞘Ψ警絲

器片含0
3 黄灰色十黒褐色十黄褐色粘質

"ト(灰 炭化物多く含む 小土器片含む)
4 黒褐色十オリーデ褐色 (フ・ロック上多く入る)粘質

"ト(炭化物多く含む)
5 黒褐色十褐灰色 +オリーデ褐色(層状に入る)粘質カト

1 黒褐色+灰色キオリーフ・黒色粘質
"卜
(炭化物多く含む)

2(地山層)オリーフ・褐色+暗灰黄色粘質》ト 1 にぶい黄褐色十黒褐色粘質シルト(小土器片多く含む)
2 黒褐色 +累色粘質》卜(下層炭化物入る)
3 黒褐色粘質シルト(炭化物入る)

1 オリーデ黒色 +灰色小砂混じり粘質》卜(小土器片 層境に多く合と)
2 灰色+灰オリーフ・色イ砂 混じり》ト
3灰オリーゲ色砂混じり粘質カト
4灰オリーフ・色+灰オリーフ・色(細砂含む)砂混じり粘質》ト
5灰オトフ・色細砂
6 灰オリーブ色小砂混じり粘質》卜(鉄分沈着)

第37図
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掘立柱建物 7(第39図・表 1・ 図版 7)

河川1964上層で検出した、 3間×3間の総柱建物になるとみられる。柱文は円形状を示す。建

物の方位は、N-10° 一Eである。遺物は、土師器高邪 (251)、 二重口縁壺 (253)、 壷口縁部 (252)、

須恵器高杯 (250)、 製塩土器片、叩き石 (254)な どが出土した。概ね6世紀前半頃に比定される。

掘立柱建物 8(第39図 。表 1・ 図版 7)

河川1964上層で検出した、2間×3間の総柱建物である。柱束は円形状を示す。建物の方位は、

N-15° 一Eである。遺物は、土師器甕片などが出土したが、図化できなかった。掘立柱建物 8は

焼土坑1733Aの 上層からピットが切り込む状況が観察された。焼土坑1733Aが 5世紀後半から6

世紀初頭頃に相当することから、 6世紀前半以降に比定される。

建物ピット (第40図 。図版 7)

建物プランの判別に至らなかった建物ピットが数多く遺存している。中でも河川埋没後上層か

らの切り込む建物ピットでは、ピット内に柱根の残るもの (P1852・ 1853・ 1876・ 1947・ 1948・ 1965・

1962・ 1971他 )、 ピット内に石が入るもの (P1931)な どがみられた。周辺の遺構の状況などから、

6世紀前半から以降のものと推定される。

井戸1726・ 1908・ 1957(第41図 。図版 7)

井戸1726は、河川1694の上層で検出した直径約1.5mの 円形を呈す素掘りの井戸で、深さ約1.3

mを測る。井戸底部には縦板材を組み合わせた円形の木枠がみられた。木枠の直径は約0,4m、

残存長は約0。 6mを測る。木枠は舟材などの転用材とみられる。取上げた際に細かく割れたため、

表面の加工痕などは確認できなかった。木枠内から、須恵器高杯 (241・ 242)、 広口壷 (243)、 大

甕片 (246)、 土師器壼 (245)、 製塩土器片 (247～249)な どが出上した。

井戸1908は、河川1500南西の上層で検出した直径約1.5mの 円形を呈す素掘りの井戸で、深さ

約0。 65mのすり鉢状を示す。埋土内から土師器甕片などが出上したが、図化できなかった。

井戸1957は、溝1867の上層で検出した直径約1.3mの やや歪んだ円形を呈す素掘りの井戸で、

深さ約1.2mを測る。埋土内から土師器鉢 (238)、 壷 (239)、 甕 (240)な どが出土した。

これらの井戸は、概ね 5世紀後半から6世紀前半頃に比定できる。

3)河川相当面の遺構 (第 7図 )

河川上層面から第 5層黄褐色粘質シル ト層を取り除くと、1区より延伸する河川跡を検出した。

河川1500は 1区北端で大きく分岐し、河川1500北東・南西に分かれる。河川1500北東は、河川

1964へと続く。河川1500南西は2区で西側の調査区外へと延びる。主流は河川1500北東から河川

1694に続く流れである。この他、溝1867・ 1868'1693・ 河川1692がみられた。

河川1694・ 1962・ 溝 1693・ 1867・ 1868(第43図 。図版 9)

河川1500北東より直線的に続く河川1694は、検出幅約 3～ 6m、 深さ約0。 7～ 1.3mを測る。下

流方向は現松尾川の方向へと向っている。
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河川1694の河川内埋土は概ね7層に大別することができる。

河川内第 1層 基本層序第 4層白灰色シル ト層に相当。須恵器、土師器などの遺物を含む。

河川内第 2層 (1)基本層序第 5層黄褐色粘質シル ト層を主とする。河川埋没後の上層堆積層。

部分的に厚くなる。須恵器杯蓋、高杯、醒、甕片など6世紀前半頃の遺物を含む。

TP+2700m

TP+27 1Xlm

0                  4m

日
３

ヽ

＋
“
い

第39図 2区 掘立柱建物平・断面図
1852                    1853

E 212 W            W 21  E
駈    随

1 褐灰色粘質カト(炭化物含tr)              1 黄灰色》ト
2 褐灰色+にぶい黄褐色(黄》トデロァタ混じる)        2 暗灰黄色十責灰色劫ト
粘質》卜(炭化物含む)

1 黒褐色粘質》ト
2 黒褐色+暗褐灰色粘質

"卜
(小土器片含む)

3 黒褐色小砂混じり》ト

1871

1 黒褐色■灰黄褐色十にぶい黄褐色
(黄デロンク上混じる)粘質》ト
2 暗褐色十褐色(黄メロック土混じる)粘質

"ト3 黒褐色十褐色(黄アロック土混じる)粘質
"ト4(地山属)黄褐色十褐灰色粘質》ト

1947

W           E
TP+2700m

削
l 褐灰色+灰色》ト
2 暗褐色+灰色カト
3(下層)褐色十灰黄褐色粘質》ト

1876

MI        E
Tユ +27211m

1 灰黄褐色(フ・コック土含む)十黒褐色粘質》ト
2 黒褐色粘質シルⅢ(炭片 小土器片含む〉
3(地山層)緑灰色粘質土

1962

N          S
~lFLゞ

宮]i「

塑POm

l オリ‐メ黒色+黒褐色カト
2灰色》ト
3灰褐色+責灰色粘質》ト

1874

N
ｍ郷

Ｓ

】

一
生P+2690m

巴
l(上層)黒褐趨+褐灰色粘質》ト
(炭化物 小土器片含と)
2(下層)黒褐色+褐灰色》ト
3 にぶい黄福色十褐灰色

"ト4灰黄褐色+褐灰色》ト

1 灰黄色+にぶい黄褐色粘質》ト
2 にぶい黄褐色十黒褐色小砂混じり粘質》ト
3 にぶい黄褐色+灰黄褐色粘質カト
4 黒褐色十灰黄褐色十褐色
(黄プロック土混じる)粘質劫ト

W   1948   E
生ユ■2690m

W
ユ 黒褐色十黒色》ト
2 黒褐色粘卿

"卜

(土器片含む)

1965

S

Ｎ̈一
】 (上層)褐灰色十灰色粘質カト
2(下層)灰色

"ト3 褐灰色+黒褐色+褐灰色粘質カト
(土器片含rr ttILD含 む) 第40図  2区 建物ピット断面図 0                    1                   2m

＋／
７‐
　　　　　＼

Ｏ
ピ
ー
ト

掘立柱建物8

掘立柱建物7
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河川内第 3層 (3)灰黄褐色及びにぶい黄褐色砂混じり粘質シル ト層で炭化物を含む。層厚約

15cmを測る。須恵器杯蓋、高杯、臨、壷、甕片など多くの遺物を含む。

河川内第 4層 (22・ 23。 29・ 36・ 37)灰黄褐色及び暗帽色粘質シル ト層で炭化物を多く含む。部分

的にレンズ状堆積を示す。層厚約20cmを測る。須恵器器台、高杯、土師器壺、製塩土器、自玉、

砥石など多くの遺物を含む。

河川内第 5層 (24。 25。 28・ 38。 39)黒褐色及び暗褐色粘質シル ト層で炭化物を含む。層厚約20cm

を測る。初期須恵器高杯、椀、土師器小型丸底壺、把手、製塩土器など多くの遺物を含む。

河川内第 6層 (26・ 27・ 30～ 32・ 40)暗灰黄色及び黒褐色シル ト層で下層に細砂層が堆積する。

＼ TP+27011m
― |

1 畢色十黒褐色(鉄分多い)砂琳混じり易卜(■器片含む)
2 黒色》ト
3 黒色砂レキ混じり》ト
4 黒色十オリーデ黒色砂レキ混じり》卜(下層》卜)1 暗灰黄色粘質》卜(砂 炭化物少し混じるX小土器片含む)     : 莉与∫彗ご.亀掲抵抗様ふ掬施せな長1単片含む)責褐色+黄褐色粘質》卜                  2 黒褐色小嘴混じる粘質土(炭化物多く混じる)

累褐色十黒褐色淋 混じる粘質土(知ヒ物 上器片含め  3暗 褐色+褐灰色粘質劫卜砂 痛 ヒ物少し混じる 杜 器片含め  6£ 観島蔚3&昴イT卸 鞘
じり粘質淋

黒褐色+黒色+黒色カト混じる格質土 4 黒褐色粘質土(砂少し混じる 灰色地山ゲロァク土混じる) 7(地山層)灰色+黄褐色砂質土黒色+黄灰色 (フ・ロンタ土含む)小琳混じリンルト         5 黒褐色粘質土(こぶし大の明黄褐色デロック土多く合と
オリーデ黒色+黒褐色粘質劫卜                   下層灰白粘質■)

第42図  2区 溝断面図
5

|   |   |   |   |

TP+271Dm TP+27 1Xlm

0                    1                   2コ n

28(河州は694内 第5層 )黒褐色+賭稿色+褐灰色お質シ″卜(炭イヒ物含じ 土器片多い)
29(河川は694内 第4層 )灰黄褐色小砂混じり祐質ン″卜OVヒ物含む)
翻 (iFJ引 は694内第0唇 )賞禍色細砂混じり》卜(下層翻砂層)(■器片含む 炭化物含Lr)
31(wI州 ‖694内 第0辞暗灰責色始質ルトと細秒の互層
32(河引は694内 第0耐黄仄色+黒褐色粘質カト(上層カト)
33(H川 1694内昇潮動黒褐色+灰褐色砂層(上層

"卜

)

34(河州1694内新層)黒褐色十貨褐色砂とカトの互層(刑キ 上器片含tr)

“

(河州n694内期盈)ll‐ 7・灰t十に工い黄召色カト
36(河川11694内第引唇)灰黄褐色+鼻褐色(力 h7・

',ク

混じる)ゆ混じり粘質カト
(小土器片含む 炭化物含tr)

褐灰色カト                        6 褐色粘質》卜+灰黄褐色■暗褐色粘質7//卜 (上層に■器片含む)
にぶい黄褐色+褐灰色 (メロ,ク土混じる)粘質》ト 7オリーフ・灰色粘質土

黒褐色粘質■                        o           1          2m
(地山層)明黄褐色粘質土

第41図  2区 井戸平・断面図
N       1867       s                                    N     1868      s

TP+27 CXlm                        ____   I    TP+2700m

彰■降琴妻狙■と屡鰹4駆朝陽監踊餅淋   ~を 籍藝親1与晃詠)3褐色サリーフ・褐色 (黄デロック土多い)粘質》ト
4褐灰色+黄灰色■暗灰黄色粘質

"ト

1(河川上層たまり部)上層 貨褐色+櫓灰色粘貨カト(■制キ含む)
(河川上層たまり部)下層 灰責禍色細砂混じり粘質71卜(上器片多い 劇助含む)
2(滞 1693)上 層 黄褐色+褐灰色粘質》卜(■器片含む)
(滞1693)下 層 にがい責褐t十黒お色砂混じり粘質シ″卜(上器片含tr 財ヒ物含tr)
3〈河
"1内

第3層 )灰黄稿色+にぶい黄褐色祐質カト0ヽと器十含む)
(河猟I内第9動灰資褐色+黒鴇色砂混じるお質/1卜(炭イヒ物 土翻キ含tr)(河猟I内第9動灰責褐色+黒鴇色砂混じるお質/1卜(炭イヒ物 土翻キ含tr)
におい責構色+灰黄褐色(アロ,夕土入る)粘質

"卜

(下層砂入る)
暗灰黄色+費褐色1/1ヽ砂混じる)粘質》ト
傷色粘質カト
7務色+暗褐色お質

"卜

(月妙窪かに混じる)
8 にぶい資鴇色+貨格色粘X/1ト
9 暗灰責色十景褐色十にぶい責褐色粘質/Tト
10(包含層)灰蓑褐色砂混じり粘質》卜(組砂混じる 下層カト)(承含む)
11(包含層)にがい責褐色+灰責褐t砂質力Ⅲ
12灰黄褐色十暗灰黄t+ll‐デ褐色粘質ルト(下層遺構かPl

‐３

‐４

‐５

‐６

▼

お

‐９

釣

２‐

２

閉

Ｚ

ぁ

昴

″

河川 1694。 1692・ 溝1693断面図
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褐色砂混じりお質
"ト(包合層)賓褐色+にぷい黄褐色砂混じリカト

灰責褐色+褐灰色砂混じり粘質カト(下層砂と》卜の互層)
(下層建博)にぶい貨褐色+暗灰色小砂混じる粘質カト (下層砂混じる)
黄褐色中砂～細砂混じり砂質土
暗灰黄色II〕‐ナ褐色砂混じり粘質シ″ト

39(】州胆602内 第5層 )暗灰費色手黒褐色+灰褐色カト混じり粘質yl卜 (炭化物混じる)
下層組砂 ■器片多い)  40(紆〕は692内 第6層 )鴇景色+暗禍色十暗灰責t砂 /1混 じり/1ト

(下層抄瞬層X炭イヒ物 小■翻キ含む)

第43図 2～ 3区



層厚約20～40cmを測る。土師器甕、小型丸底壷、小型器台、製塩土器などの遺物を含む。

河川内第 7層 (33～ 35)黒褐色及び黄灰色砂層とシル ト層が互層を成す。層厚約30cmを測る。

土師器甕片、高邪、小型丸底壷、庄内甕片、木片など多くの遺物を含む。

河川内堆積下層部からは庄内甕などが出上し、河川上層では窪地状の堆積層から須恵器が大量

に出土することから、河川1694は 4世紀代に流路が定まり、遅くとも5世紀後半頃には埋没して

いたものとみられる。河川埋没後に上層から掘立柱建物が築かれるなど、当地で集落が継続して

営まれたことがうかがえる。

河川1692は、検出幅約 3～ 4m、 深さ約0。 7mを測る。埋土は河川1694と概ね同一であるが、

遺物が少なくなり、須恵器器台や滑石製臼玉、砥石など特殊な遺物がみられた。祭祀的要素が強

いものと考えられる。河川1694よ りやや遅く、 5世紀後半頃に埋没したものと推測される。

溝1693・ 1867(第 64図)は河川埋没後に、河川1694と河川1692の間に築かれた溝で、検出幅約

1.Om、 深さ約0.2～0.5mを測る。河川埋没後の流水路であったと推測される。溝1693は西側で

浅い窪地状を成し溝の輪郭がはっきりしなかったが、東側に延びる溝1868に繋がるものと推測さ

れる。溝1693・ 1868(第 64図)か ら須恵器杯蓋 (215。 216)、 甕 (218)、 土師器高邦、把手、甕、

小型丸底壷などが出土した。溝1867か ら土師器甕片、須恵器甕片が出土した。溝1867の西側部の

たまり部 (第63図)では、彩しい数の須恵器杯身、杯蓋、高杯、藤、韓式系土器底部、製塩土器

などが出土した。概ね 5世紀中頃から6世紀前半頃に比定される。

235 薄曳  7型公刻

>く朋

と輸 混i
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第44図  2区 遺構内出土遺物
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小結

2区では、上面で 1区から続く条里型地割に沿った方向を示す区画溝を検出した。

河川上層面では、焼土坑が多く検出された。鍛冶関連の作業場、或は廃棄土坑と推察される。

河川相当面では、河川1500北東が河川1694と 繋がり、主流路であることが判別された。河川はい

ずれも、 5世紀中頃から後半頃までには埋没したものと推察される。また、河川埋没後も当地で

井戸を掘り、掘立柱建物から成る集落を形成することが確認された。

6.3区 の調査

1)3区 西半部の調査 (第 7図・図版 8・ 9)

3区は、調査区の北側で東西方向に延びる道路予定地に相当し、南北幅約6.5m、 東西延長約

63mの長方形を示す。本来、 3区は一度に調査を実施する予定であったが、作業用地と掘削土砂
Ｅ
Ｓ

馬
Ｔ
出
仲
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の仮置き場を確保するため、 3区西半部、 3区東半部に調査区を分割して調査を実施した。

3区西半部は、東西延長の西から約35mま での範囲を調査区とする。

3区西半部では、上面で条里方向を示す区画溝、下面で掘立柱建物、建物ピット、井戸、土坑、

溝、更に下層から1区から3区内に延伸する河川跡を検出した。

溝1679(第 6図 )

調査区南西部で検出した条里型地割に沿った方向を示す直線的な溝である。上面の削平を受け

痕跡が残るのみであった。検出幅は約0.lm、 検出長は約7.5mを 測る。遺物は出土しなかった。

1区から延伸する溝1633を仮に3区まで延伸した場合、溝1633と溝1679の間隔は約■mと なる。

掘立柱建物 9(第45図・表 1・ 図版 8)

調査区西南端部で検出した、 3間×2間以上の総柱建物である。柱穴は方形状を示す。建物の

方位は、N-10° 一Eである。遺物は、土師器甕 (275)、 甕細片などが出土した。概ね 5世紀中頃

から末頃に比定される。

掘立柱建物23(第 45図・表 1)

調査区北西部端で検出した2間以上×2間の総柱建物である。柱穴は円形状を示す。建物の方

位は、N-5° 一Eである。土師器甕片などが出土したが、図化できなかった。
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建物ピット (第46図 )

建物プランの判別に至らなかった建物ピットが幾つか遺存している。ピット内に柱根の残るも

の (P1739)、 柱京痕の残るもの (P1746・ 1754。 1740。 1954・ 1742・ 1743・ 1737。 1752等)がみられた。

ピット内から土師器長頸壷 (274)、 甕片などの細片が出土した。

井戸1818・ 1802・ 1799・ 1838(第47図・図版 8)

河川1694の南西側でほぼ一直線状に並んで井戸が検出された。

井戸1818は長径2,3m、 短径1.5mの隅丸方形状を示し、中央部が円柱状に深くなる素掘りの井

戸である。最深部は約0.3mを測る。遺物は、土師器片などが出土したが、図化できなかった。

井戸1802は長辺1.8mで凸部を有する方形状を示す。断面はやや拉げたすり鉢状を成す。埋土

内から須恵器杯蓋 (261・ 262)、 高杯 (263)、 甕 (269)、 器台片、土師器高邦 (264～ 267)、 小型

丸底壷 (268)、 甕などが出土した。 5世紀末から6世紀初頭頃に比定される。

井戸1799は一辺約1.2mの 隅丸方形状を示し、中央部やや深くなる素掘りの井戸である。埋土

内には多くの炭、炭化物を含む。土師器小型丸底壷 (258)、 大型壷底部 (259)、 甕 (260)、 製塩

~~   0            10cm
267  1   1   1

第48図 3区 遺構内出土遺物①
-54-



土器などが出土した。 5世紀末から6世紀初頭頃に比定される。

井戸1838は検出径約0,7mの 円形状を示す。断面は筒状を成す。埋土内には炭化物が多く混じ

る。最下層からは土師器甕のほか、植物の種や藁状の炭化物などがみられた。埋土内から土師器

甕 (270～ 273)、 壷、焼土塊などが出土した。 5世紀中頃から6世紀に比定される。

小結

3区では、上面で条里型地割に沿った方向を示す直線的な溝を検出した。 1・ 2区でみられた

溝1733と の間隔が約■mを示すことから、長地型の地割を行なっていたものと推測される。

下面では、調査区の南西部で、河川埋没後井戸を伴う掘立柱建物から成る集落を形成すること

が確認できた。河川1694の北側では、河川埋没後しばらく浅い窪地状を呈していたらしく、 3区

内では埋没河川上に建物が建てられた痕跡は認められなかった。

2)3区 東半部の調査 (第 7・ 49図 。図版10)

土層は基本的に3区と同じである。遺構面は2面確認した。

第 1遺構面は白色粘土上面で、高さは3区側でT.P.+26.85m、 4区側でT.P。 +26.8mを測る。

面全体として見ると西北方向にわずかに低くなっている。遺構は調査区中央で釣形に屈曲する溝

を1条検出しただけである。

SD1638は 調査区東南面のほぼ中央から西北方向に直線的に4.7m伸び、ほぼ直角に東北方向に

屈曲し直線的に約 4m伸び、ほぼ直角に西北方向に湾曲し、直線的に約 2m伸びて調査区域外へ

と続く。幅0.2～ 0.3m、 深さ0。 05mを測り、断面形状は浅い碗状である。埋土は溝底に薄く白色

砂があり、その上に灰色粘上が堆積していた。埋土の白色砂は溝が機能していたときの堆積と考

えられるが、灰色粘土は第 2遺構面を形成する白色粘土の上層に堆積していた灰色粘土と同じで、

溝の内部だけが別に埋まったのではなく、上層の堆積により溝内も同時に埋まったようである。

遺物は出土しなかった。ただ上層の灰色粘土からは瓦器碗の破片が出土しており、中世を大きく

遡るような時期の遺構ではないと考えられる。

第 2遺構面は白色粘上を除去した茶褐色シル ト上面で、高さは3区側でT.P,+26,75m、 4区側

でToP.+26.8mを 測る。面全体として見ると僅かに3区側が低くなっている。 4区の12層に対応

0                    10cm
l   l   l
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すると考えられる。遺構は溝を1条と土坑を1基、 3区側で検出しただけである。

SD1508は調査区東南面西南端から西北方向に3m伸びて終わる溝である。幅約0.6m、 深さ0。 1

mを測り、断面形状は浅い皿状である。埋土は黄灰色粘上に黒褐色粘上が少量混じるブロック上

である。遺物は土師器の甕の破片が出上した。時期的には古墳時代前期の遺構と考えられる。

SK1509は SD1508の南西約2.5mで検出した不整楕円形の土坑である。長軸が東西方向を指す。

長径1.6m、 短径1.lm、 深さ0。 2mを測り、断面形状は浅い碗状である。埋土は黄灰色粘土に黒

褐色粘土が少量混じるブロック上である。遺物は土師器の甕と高杯の破片が出土した。時期的に

は古墳時代前期の遺構と考えられる。

第 1遺結面を形成する白色粘土からは遺物が出上しなかった。白色粘土よりも上層では瓦器破

片が出土するが、下層では瓦器破片は出土せず、古墳時代の遺物が出土した。また、白色粘土は

4区側が低くなっているにもかかわらず、 4区に近づくにつれ薄くなりなくなってしまう。 4区

ではこの白色粘土は確認できなかった。この付近での基本的な流れが東西方向であるためかもし

れない。この白色粘土層は各土層から出土する遺物の状況から、古代～中世初期に堆積した土層

と考えられ、当遺跡での時代を分けるキー層になる可能性がある。

第 2遺構面は4区 12層上面に堆積する土層であったと考えられることから、調査区東北から西

南に下層確認の トレンチを設定した。 4区から5mの ところで 4区 14層が部分的に高くなってお

り、そこから西南側に急に傾斜して約0.6m低 くなり、そのまま3区に続くことがわかった。低

い部分には茶褐色シル トが溜まっているが、下に行くほど茶色が薄くなっていくだけでほとんど

同じ土層と考えられる。この層から土器等の遺物は出土しなかったが、急傾斜して落ち込む部分

でサヌカイトの剥片 (731)が 1片出上した。時期は不明である。

7.4区 の調査 (第 7・ 50図・図版11)

住宅東面の外周道路拡張部分であり、幅3.5m、 延長93.Omの東南から西北に長い トレンチを

設定した。深さ1.Om以下の掘削は幅1.Omのテラスを設けて掘り下げる設計であったため、実際

の調査は幅1.5m、 延長92.Omと なった。現地表面の高さは東南端～58mま ではT,P.+28,3m、 59

m～西北端まではT,P.+28.6mを測る。

基本土層は14層であった。

1層は盛り土で、南端～39mま では層厚0.6m、 39m～北端までは層厚0。 8～ 1.Omを測る。下

面の高さは南端～39mま ではToP.+28.2m、 40～41mは T.P.+27.8m、 41m～45mま ではT.P.+28.0

m、 45m～ 50mま では斜面で、50mで T.P.+27.6m、 50m～北端まではToP.+27.6mを測る。

2層は灰黒色土で旧耕作上である。層厚0。 1～0.2mを測る。南端下面はT.P.+28.lm。 南端～

38mま では同じ高さで続き、38～ 39m付近で高さ約0.2mの畦となる。40mでは水田面が 1段低

くなり、下面はT,P.+27.6mと なり、北端まで同じ高さで続く。ただ45m付近まで層厚は0.lmあ

るが、少しずつ削平され50m付近ではほとんど無くなってしまう。近現代の遺物を含んでいる。
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3層は灰白色上で層厚0.05mを測る。南端から38m付近まであり、 1段高い水田耕作上の下に

ある。遺物は出土しなかった。

4層は灰色土で、層厚0,lmを測る。下面はT.P.+28.lmを測る。21mで 10層が畦状にT,P。 +28,1

mまで盛り上がっており、そこでなくなってしまう。旧耕作土と考えられる。遺物はほとんど出

土しなかった。

5層は灰色土で層厚0。 2mを測る。下面はT.P.+27.8mを測る。 4層と同じく21mで畦状の10層

にあたってなくなってしまう。旧耕作土と考えられる。遺物はほとんど出土しなかった。 5層の

下には層厚0,05～ 0。 lmの灰褐色粘土 (A)が 4m～13mの間にあり、 5層を耕作土とする水田

造成時の整地土と考えられる。遺物は出上しなかった。

6層は灰褐色土で層厚0。 15～ 0.2mを測る。21mの 10層の盛り上がりから39mま で続き、 2層

を耕作土とする水田の段で途切れてしまう。 4層を耕作土とする水田に対応する水田の耕作土と

考えられる。38～39mで褐色土 (B)が 0,15～ 0。 2mの厚さで6層の上に載っており、畦状になっ

ている。遺物は出土しなかった。

7層は灰白色上で層厚0.05mを測る。21mか ら始まり35mでなくなる。遺物は出土しなかった。

8層は灰褐色上で層厚0。 1～ 0。 15mを測る。21mか ら始まり39mで なくなる。遺物は出土しな

かった。

9層は灰白色土で層厚0.05mを測る。21mか ら始まり39mでなくなる。下面の高さはT,P.+27.6

mを測る。遺物は出土しなかった。

10層は灰褐色粘上で、層厚は場所によりかなり異なる。南端の下面はT.P.+27.8mで 、層厚は0.3

mを測る。20mで下面の高さはT.P。 +27.5mで、層厚は0。 3mを測る。21mで同色粘土を台形状に

0,3m盛り上げて畦状にしており、上面の高さはT.P.+28。 lmと なっている。21m～40mま では下
14m

i

|

|

1    1

剛 1  弓
|    _

第50図  4区 土層断面模式図

―

    I
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面の高さはToP.+27.5m～ T,P.+27,35mに緩やかに傾斜しているが、層厚が0.lmか ら0。 3mと緩

やかに厚くなっており、上面の高さはT.P.+27.7m～ T,P,+27.65mと 僅かに低くなっている。10

層は8'9層を耕作土とする水田を造成するために上部を削平されたものと考えられる。40～41

m付近からは上面が約0。 2m低 くなり、溝状を呈する。一番新しい水田のための溝と考えられる。

41m年 92mま では層厚が0.5～ 0。 6mあ り、 2層を耕作土とする水田の床土となっている。下面の

高さは92mで T,P.+27.lmを測る。遺物は瓦器・土師器の小破片を僅かに出上した。

■層は10層 と同じく灰褐色粘土であるが、粘質が強く混じりの少ない粘土である。45m付近か

ら始まり、70m付近までは層厚0,lmを測るが、そこから次第に厚くなり、92m付近では0.3mを

測る。下面の高さは70m付近ではT.P.+27.lmを測るが、92m付近ではT,P.+26.8mを測る。遺物

は瓦器・土師器破片を少量出土した。

12層は黄褐色粘土で、40m付近から始まり92mま で層厚0.lmの同じ厚さで続く。下面の高さ

は40m付近ではT.P.+27.lmを測るが、緩やかに傾斜し、92m付近ではT.P.+26.7mを測る。上面

でSD1445。 SK1389を検出した。遺物は土師器の細片以外ほとんど出土しなかった。

13層は灰色粘土で、12層 と同じく40m付近から始まり92mまで層厚0.lmの同じ厚さで続く。

下面の高さは40m付近ではT,P.+27.lmを波Iる が、緩やかに傾斜し、92m付近ではToP.+26.6mを

測る。遺物は土師器の細片以外ほとんど出土しなかった。

14層は黄白色粘土で地山である。上面の高さは東南端でT.P.+27.45m、 西北端T.P。 +26.6mを

測る。上面でSK1385。 Pit1386・ SK1387・ 1388。 1498。 1501を検出した。

遺構面は第12層上面で 1面確認した。遺構は溝 1条・ピット6基・土坑 2基・落ち込み 1基を

検出した。 3区東半部の第 1遺構面に対応する面は明らかではなく、第 2遺構面に対応する面で

あると考えられる。

SD1445は東南端から39mで検出したほぼ東西方向に伸びる溝である。幅1.1～ 1.5m、 深さ0.1

mを測る。埋土は褐色上で、土師器の小破片が多量に出上した。

SK1387は 東南端から30mで検出したほぼ円形の柱文である。直径0.4m、 深さ0。 4mを測る。

埋土は灰色土と黄灰色粘土のブロック土である。深さ約0.25mで東南よりに直径0.12mの柱痕を

検出した。柱痕内の埋土は灰黒色粘上である。遺物は土師器の小破片を出土したが、時期・器種

等の詳細は不明である。

SK1388は SK1387か ら1.5m西北で検出した不整円形の柱穴である。直径0,4m、 深さ0。 45mを

測る。埋土は灰色土と黄灰色粘上のブロック土である。深さ約0。 25mでほぼ中央に直径0.lmの

柱痕を検出した。柱痕内の埋土は灰黒色粘上である。遺物は出土しなかった。

SK1501は SK1387か ら1.5m東南の側溝内で確認した柱穴である。直径0。 4m、深さ0.4mを測る。

埋土は灰色土と黄灰色粘土のブロック土である。東南よりに直径0。 lmの柱痕を確認した。遺物

は出土しなかった。SK1501・ 1387・ 1388は柱痕間隔1.5mでほぼ直線的に並ぶが、西北方向には

続かない。SK1388が建物の隅柱となり、北側に建っていた建物と考えられる。出土遺物からは
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古墳時代の可能性もあるが、柱の大きさからは中世の建物ではないかと考えられる。いずれ調査

が進めば明らかになるであろう。

SK1498は SK1387と SK1388の 間にある長軸がほぼ西を指す楕円形のピットである。長径0.4m、

短径0。 3m、 深さ0。 lmを測る。埋土は白色の砂であり、古墳時代の上師器の甕が西向きに寝かさ

れた状態で出土した。深さが0。 lmしかなく、甕の約 1/3が残っていただけである。

Pit1386は SK1387か ら約 4m東南で検出した不整円形の小穴である。直径0.2m、 深さ0。 2mを

測る。埋土は灰褐色粘土である。遺物は出土しなかった。

SK1385は東南端から18mの西南面で検出した不整形の土坑である。調査区外に続くため規模

の詳細は明らかでないが、検出幅0。 8m、 検出長0,5m、 深さ0。 lmを測る。埋土は下端に薄く白

色砂があり、その上に灰色粘上が堆積していた。遺物は出上しなかった。

SK1389は SD1445か ら約 3m西北の調査区西南面で検出した土坑である。部分的な検出で、形

状の詳細は不明であるが、長軸が西北を指す楕円形と考えられる。検出長1.6m、 検出幅0,4m、

深さ0.15mを測る。埋土は茶褐色土で、埋土上面で古墳時代後期と考えられる須恵器甕の破片を

出土した。

4区では12層上面で古墳時代の遺構を検出したが、古墳時代の土器を出土する層は12・ 13層 し

かなく■層よりも上層では瓦器片が出土する。 2・ 3層、 4・ 5層、 6・ 7層、 8。 9層は、偶

数層は灰色が強く層が厚く、奇数層は白っぱく層が薄い。これらは偶数層と奇数層がセットとなっ

て、耕作土をなしていたものと考えられ、それぞれが水田であったと考えられる。 8'9層と4・

5層が最初にできた2段の水田の可能性がある。その後 8・ 9層の上に 6・ 7層を積み上げて 4・

5層と同じ高さの水田としたが、水田面は2面に分かれている。最後に2・ 3層を全体に盛って

4・ 5層、 6・ 7層上面を 1面の水田とし、東南端から40m付近から西北を1段低い水田面とし

たと考えられる。最初の水田がいつ作られたかは明でないが、中世後半から近世初頭にかけてで

はな|ゝかと考えられる。 (藤沢 貫依)
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8.河川内出土遺物 (第51～67図・図版19～26)

河川内からは遺物が大量に出土した。コンテナ数では250余箱を数える。復元、実測できたも

のはごく僅かである。土師器、須恵器の他、滑石製臼玉や有孔円板、紡錘車などの石製品や鉄滓、

砥石など鍛冶に関連する遺物も出土している。河川内上層からは初期須恵器を含む須恵器蓋杯、

高杯、庭、壼、甕、器台などが出土した。下層からは、土師器高郷、壺、甕、小型丸底壷、製塩

土器などが出土した。

ム 296

速こ瓜2鋸 基期

咀 ‖ 肝 肝ヽヤ
300         301

317

第51図 河川1500出土遺物①
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河川1500内から出上した土師器は、高邦、小型丸底壷、二重口縁壷、甑、渦などの把手が多く

みられた。また、製塩土器脚部も多く出土した。出上した土師器は、磨耗が著しく細片が多かっ

たため、コンテナ数では須恵器片より多く出上しているが、復元、実浪Iすることができなかった。

下層河川からは、外面に叩きを施す甕 (384～386)や弥生土器 (382・ 383)な どが出上している。

~ビミ弦多
/

第54図 河川1500出土遺物④
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第55図 河川1500出土遺物⑤
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河川1500内から出土した須恵器

は、杯蓋、杯身、高杯、庭、把手

付椀、壷、甕、器台などがみられ

た。瓦質土器片 (470。 471)や韓

式系土器甕片 (473・ 474)、 瓦質土

器土管片なども出土している。

出土した須恵器の中には、初期

須恵器がふくまれていた。天項部

に列点文を施す杯蓋 (392,393)、

カキロを施す杯蓋 (394・ 395)、 底

部に静止ヘラ削りを施す把手付椀

(446～ 448・ 438～ 442)、 短脚高杯

などがみられた。TK-73に相当

すると考えられる。

)                      20cm
l   l   l

第58図 河川1500出土遺物③
河川内から出上した須恵器で特殊なものとして、大型高杯 (488)(第57図・巻頭図版)がある。

大型高杯は口径34.8cm、 高さ23cmを測る。杯部外面には二条の突帯を配して文様を施し、蕨状の

装飾を伴う耳が付く。杯底部には密な刺突文を列点状に施す。脚部は杯部に対して小さくやや歪

んでいる。実用的なものではなく、祭祀などに用いられたものと考えられる。

第59図 河川1500出土遺物③
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第60図 河川1500出土遺物⑩
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河川1694・ 1692か ら出土した遺物は、河床面で設置されたごとく列状に並ぶ様子がうかがえた。

特に土師器壺、甕、高邦と小型丸底董である。河川1694の南岸部で顕著にみられた。

製塩土器脚部も多く出土している。このほか、鉄滓 (757)や輔羽口 (765・ 768)、 軽石 (769)

などが出土した。周辺に鍛冶関連遺構が存在するものと推察される。

~nFD89

0                      10cm

第61図 河川1694出土遺物①
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河川1694の埋没後、上層は浅い窪地状を呈しており、その中に数多くの遺物がみられた。土器

溜まり1696で、須恵器杯身 (604～ 607)、 高杯 (608・ 609)、 壷 (610)、 庭 (611)、 静止ヘラ削り

を施す把手付椀 (612)、 大甕 (671・ 673)な どが出上した。出土した遺物は、概ね 5世紀後半か

ら6世紀初頭頃に比定される。

溝1693は、河川1694が埋没した後に開折された溝で、溝内埋土から須恵器杯身 (647)、 高杯

(648)、 臨 (649)、 壷 (650)、 土師器高邦 (651)、 小型器台 (652・ 653)、 製塩土器脚台 (654)

などが出土した。出土した遺物は、概ね 5世紀後半から6世紀初頭頃に比定される。

第62図 河川1694出土遺物②
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第63図 河川1694出土遺物③
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溝1867は、溝1693同様河川1694が埋没した後に開折された溝で、溝内埋土から須恵器甕 (645)、

杯身 (646)、 土師器高邦 (643)、 製塩土器脚台 (644)、 彩しい数の須恵器杯身、杯蓋、高杯、醒、

韓式系土器底部などが出土した。概ね 5世紀中頃から後半頃に比定される。
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河川1692・ 1694か ら須恵器器台 (662

～670)片が多く出土 したが、完全に

復元するには至らなかった。図化でき

なかったものも含めると、20余個を数

える。日常的な用具でないことから、

祭祀などに用いられたものと考えられ

る。

上器の他、河川内から出上した遺物

として、叩き石や砥石などの石製品や、

滑石製臼玉、有孔円板、紡錘車などの

石製品、剥片、スクレパーなどの石器

類、グリーンタフ、紅廉片岩などの石

材がみられた。また、鉄滓、輸羽口、

軽石などの鍛冶関連資料 (9.鍛冶関

連資料)が出上している。

0                      20cm 673

第65図 河川1694出土遺物④
叩き石 (674～680)イよ棒状のものが多いが、いずれも両端を使用している。すり石 (682)イよ

表面を使用し、皿状を呈す。砥石 (684～689)イよ欠損するものが多いが、多面を使用しており磨

り減っている。一様に使い込まれた様相がうかがえる。

河川内から滑石製臼玉 (690～ 714)、 有孔円板 (718)、 紡錘車 (719)な どが出土した。滑石製

臼玉の多くは、調査の終盤頃、河川内の遺物を個別に取り上げる余裕がなく、粘土付きの固まり

で遺物を取り上げていた。後日遺物整理をしていた際、須恵器高杯の杯部内から臼玉がみつかっ

た。また、一緒に取り上げた粘土内からも臼玉が幾つかみつかった。調査時には臼玉にまったく

気づかなかったため、粘土ごと取り上げたコンテナ以外からは、臼玉は検出されなかった。ほぼ

完形の須恵器高杯内やその周辺から臼玉が検出されたことから、河川1500の テラス状に広がる浅

瀬部で祭祀的な行為が行われていたものと推測される。このほか、河川内からサヌカイト剥片

(727)、 楔形石器 (728)、 スクレイパー (730)な どが出土した。他の剥片は、包含層中での検出

である。磨製石剣 (732)も 包含層からの出上である。

河川1500の河床付近から、ノート大の大きさで長さ約40cm、厚さ約 3 cmの板状の緑泥片岩 (734)

を検出した。加工する前の石材で、運びやすいように板状にしたものと推浪1さ れる。また、グリー

ンタフ (733)、 紅廉片岩 (737)、 白石 (735'736)な どの石材も出土した。いずれも、当地周辺

で採集されるものではなく、緑泥片岩は和歌山県紀ノ川沿い、グリーンタフは出雲周辺ないし北

陸地域、紅廉片岩は徳島県吉野川中流域が産地であることから、搬入されたものと考えられる。

緑泥片岩は、松尾川対岸に位置する摩湯山古墳などでも出土しており、その関連が想起される。

交易品で搬入されたものとして、河川底から出上した土師器大甕 (497)や土師器甕 (506)が
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ある。日縁部が直立して上方に伸びるもので讃岐産とみられる甕である。大甕は口径約36cm、 体

部最大径約80cmを 測る。このように大きな甕や石材などを搬入する交易ルートを持っていたと考

えられる。

竪穴住居1499に近接する河川内から、鉄滓、輔羽口、砥石などが多く出上している。竪水住居

1499は鍛冶関連の作業場であると考えられることから、近接するか河川内に投棄した可能性がう

かがえる。

河川内から出土した遺物から、河川内上層部 (河川内第 1～ 3層)の河川埋没時堆積層では、

須恵器、土師器など数多くの遺物が出土し、概ね5世紀後半から6世紀初頭頃に比定される。河

川内中層部 (河川内第 4・ 5層)では、河川が流水堆積を示し初期須恵器が出現する時期前後に

相当する。概ね 5世紀前半から中頃に比定される。河川内下層部 (河川内第 6層・下層河川)で

は、河川が流積を繰り返していた時期で、概ね 4世紀台に比定される。
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第66図 石器
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9.鍛冶関連資料
(1)

鍛冶関連資料に鉄滓、羽日、軽石、鋳造鉄斧がある。

鉄滓 (第68図・表 3・ 図版24)

鉄滓の総重量は1550g。 細片を除く21点を掲載した。鉄滓の出土遺構は表 3の とおり。各遺構

では、小若江北式～船橋 0-I併行期の土層から出土している。

全て腕形滓。742のように厚みがあり縦方向に溜まったもの、744～ 746の ように薄く横方向に

生成したものがある。炉床土の付着する資料には丸みのある742や扁平気味な753があり、炉底形

状の異なる複数の鍛冶炉の存在が予測される。

完形資料は741、 754、 757の 3点。破面資料が多いけれど、 2 cm以上 5 cm未満 (小形)、 5 cm以

上 8 cm未満 (中形)、 8 cm以上10m未満 (大形)の 3群にまとまるようだ。

酸化土砂は749を 除く全てに付着する。地の色調はオリーブ色・暗緑灰色である。全般に上面

鈍《めf篭為―

制 自色ル ス質津   ‐ 炉床土       I 輔羽日の位置

|||!黒色ガラス質津   「「 〆鰻
木質       叉 破面

第68図 鉄滓
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番号 長軸長(cm)短軸長(cm)厚 さ(cm)重量 (g)

表 3 鉄滓計測表

質      色調 遺存度 磁着度 メタル度 出土遺構
740    9,7

741     8.5

742     7.5

743     7.7

744     7.3

745     6.7

746     6.0

747    6.5

748    5,7

749    7.0

750    6.0

751    5.5

752    5。 2

753     4.5

754     5.0

755     5.0

756     5.8

757     3.4

758     2,7

759    4.1

760     3.0

7.5

6.0

5。5

6.5

5,0

7.2

4.4

3.1

4.5

3,7

5.5

3.2

4.2

3.5

4.5

5.0

4.5

3.2

3,7

2.5

2.1

3.3    201.0

3。3     127.9

3.5     126.4

2.5      97.2

2.5     75,2

2.5     96.2

2.0     57.8

2.0     38.4

2.5     46.2

3.8     65,7

2.5     118.5

2.5      59.2

2.0      39.5

2.0      53.1

2.0     44.1

2.5      60.7

2.0     80,0

1.4     20,2

0。8       8.0

2.1      12.9

2.0     35。 1

10GY4/1暗緑灰色

10GY4/1暗緑灰色

10G6/1青灰色

10G4/1暗緑灰色

2.5GY6/1オ リーブ灰色

10BG5/1青 灰色

2.5GY5/1オ リーブ灰色

2.5GY4/1暗 オリープ色

5BG6/1青灰色

2.5GY6/1オ リーブ灰色

5G5/1緑灰色

5B2/1青灰色

5G4/1暗緑灰色

5P5/1紫灰色

5G4/1暗緑灰色

2.5GY5/1オ リーブ灰色

2.5GY3/1暗 オリープ灰色

10Y3/1オ リーブ黒色

2.5GY4/1暗 オリープ色

10G5/1緑灰色

7.5GY4/1暗緑灰色

なし  1区河川1500
なし  1区河

'I11500なし  1区河川1500
なし  1区河川1500
なし  1区河川1500
△ (錆化)1区 I可川11500

なし  1区河川1500
なし  1区河

'I11500なし  1区河
'I11500なし   5区 大溝

なし  1区河川1500
△ (錆化)1区河川1500

なし  1区河川1500
なし  1区河川1500
なし  1区河川1500
なし  1区河川1500
なし  1区河川1500
△ (錆化)3区河川1694

なし  1区河川1500
なし  1区河川1500
なし  1区河川1500
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形
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完

破

完

破

破

破

破

破

破

破
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完
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鰯
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粗

と底面は、気孔や木炭痕による大小の凹凸がある。743の木炭痕状の凹部には木質が残り、751破

面には炭化した径1.5cmの小枝が食い込む。木炭に加え、小枝や木屑が炉内に投入されていたの
(2)

であろう。744は上面に鉄塊が生成された時の痕跡と考えられる浅く平坦な窪みがある。

742～ 745、 748、 750、 755は、羽口や炉壁の溶解したガラス質滓が付着する。なかでも745、

755は羽口直下で生成した鉄滓で、縁にガラス質滓が弧状に付着する。

輔羽日 (第69図 。第71図・表 4・ 図版24)

羽口先端部の破片が15点ある。図化資料は8点 (第69図 )。 羽口の出土遺構は表 4の とおり。

各遺構では、小若江北式～船橋 0-I併行期の上層から出上している。

後端部送風管取り付け部の形状は不明だが、外形を基準に、筒形と推定される I類とハの字形

に開くⅡ類に大別した。 I類は761・ 762と 763'768の 比較から明らかなように、外径にばらつき

がある。外径、先端部端面の幅、通風孔径の違いによって Ia(大 )、 Ib(中 )、 Ic(小 )に

細分した (第71図、表 4)。

胎土は砂礫が目立つ。761、 767は籾殻などのすさが混和されている。羽国の突出部は、白色ガ

ラス質滓、黒色ガラス質滓に変化している。766は黒色ガラス質滓部の一部に光沢があり、764は

溶解物が垂れ始めている。しかし概して先端部は溶解が弱く、白色ガラス質滓が優勢である。ま

た黒色ガラス質滓も多孔質が目立ち、低温鍛冶、あるいは短い操業時間で使用された羽口と推定

される。設置角度は761が約10度、766が約25度である。

鋳造鉄斧 (第70図・図版25)

鍛冶工房の可能性が高い竪床住居1499に隣接する土抗1507か ら、鋳造鉄斧が 1点出上している。
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||1黒 色ガラス質津            l

第69図 輪羽口

番号形式分類現存長(cm)最大外径 (cm) 孔形  孔径 (cm)突出長(cm) 重量 (g) 出土遺構

と σ
(|)

硼一④一け,一
ア

'‐

767

国騒瓢 白色ガラス質津  ||1断 面のガラス質津化部

761   1 a

762   1 a

763   1 c

764   1 b

765   1 b

766   1 b

5。2

3.2

3.1

2.5

L7
6.3

8.8

10.2

5,8

7.0

6.1

8.0

円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

58.8

31.1

15,6

23.4

18.5

117.2

34.1

17.1

2.0         3.0

2.0-3.0    3.0つ 大」と

1.5-2.0    3.0じ火」と

1,7-2.5       1.8

1.5-1.8       1.5

2.3-2.7      3.5

2.0-3.0      4.0

1.7-2.0    3.02火 」L

5区大溝

5区大溝

1区河川1500

1区河川1500

3区河川1692

5区大溝

1区第4層

3区河川1692

８

５

Ⅱ

Ｉ ｃ

６７

鶴

７

７

表4 輪羽口計測表 (外径・孔径は復元数値)

4                      1                     1♀
Cm                                l               zぅ r

第70図 鋳造鉄斧・軽石

しかも土抗1507は竪床住居1499と 同時期 (小若江北式～船橋O― Iの併行期)なので、竪床住居

1499に 関連する遺構だと考えてよい。古墳時代前期・中期の鋳造鉄斧は、大阪府森遺跡や奈良県
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南郷遺跡などのように鍛冶関連資料に伴う場合が多く、鍛冶原料の廃鉄器となろう。

袋部の大半と刃部の一部が欠損している。現存長7.2cm。 上面左右の稜線は突線気味である。

袋部の横断面は横長の台形で、袋部から刃部にかけて外方向に反る。刃部幅は推定6.5cm。 本資

料は上面に突線がつかない梯形型で、製作地は洛東江 。南江流域と推定されている。岡山県金蔵

山古墳出土例品とともに、古墳時代の鋳造鉄斧では古い例になるう。

軽石 (第70図・図版25)

河川1694出土である。平面は径約 5 cmの略円形で、厚さは2.5cmを はかる。両面に鋭いV字状

の傷があり、刃の仕上げで使われた砥石だと推定される。

小結

1 操業期間が小若江北式～船橋O― Iの併行期に限定された4世紀後半～末の資料である。

2 鉄塊生成時の痕跡と考えられる浅く平坦な窪みを持つ鉄滓や鍔冶原料と考えられる鋳造鉄斧

が出上しているので、寺田は廃鉄器を再溶融するなど精錬鍛冶段階から操業していた可能性があ

る。ただし、今回の調査で出土した羽口は溶解が弱く、高温操業を証明するものではない。次年

度以降に予定されている調査で鉄滓の金属学的分析を実施し、鍛冶段階を確定したい。

微細遺物 (鍛造剥片、球状滓)や切断鉄片についての情報は、土壌の採取・洗浄等が実施され

ていなので不明である。

3 羽口は外形と通風孔形の違いからI類・Ⅱ類に分かれる。鍛冶内容は不明だが、形式分化は

鍛冶内容の多様性に対応すると考えられる。

I類・Ⅱ類は、ともに肉厚の器壁で通風孔の先端が少し広がる。このような特徴は、軽量化が

進み肉厚がなくなる5世紀の資料にはなく、近畿最古の高温操業用羽口である纏向遺跡勝山地区

出土品 (第73図 5・ 6)に確認できる。 4世紀代の羽日の一つの特徴である。

纏向遺跡勝山地区出上の羽口 (第 71図 5)は断面が蒲鉾形で、福岡県博多遺跡群出土羽回の特

徴がよく残っている。ところが肉厚の造りで通風孔の先端が少し広がり、纏向遺跡勝山地区出土

品のようなタイプから型式変化をとげた寺田資

土

:こ亀ζ毯るよ 外形 吼 形が八の字形登 【三こT

写曇行壌;|ロギ程塁:上「]禄 ,手今法言呂 正三正三正三
5

戸

砲 当
6

が 4世紀にさかのぼることが明らかになった。     第71図 輔羽口の縦断面模式図
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型式学的変化は、纏向資料 (第71図 6)→寺田Ⅱ類 (第71図 4)→大県資料 (第71図 7)と なる

う。                                   (小 山田宏一)

注1 鍛冶関連資料の観察では、主に次の文献を参考にした。

村上恭通「原三国・三国時代における鉄技術の研究」『青丘学術論集』第11集、1997年。

村上恭通 F倭人と鉄の考古学』青木書店、1998年。

交野市教育委員会『古代交野と鉄』 I、 1998年。

交野市教育委員会『古代交野と鉄』Ⅱ、2000年。

交野市教育委員会『古墳時代の鉄精錬・鍛冶再現実験記録』、2002年。

真鍋成史「鍛冶関連遺物」F考古資料大観』第7巻、小学館、2003年。

注2 真鍋成史「鍛冶関連遺物」F考古資料大観』第7巻、小学館、2003年。

注3 東 潮『古代東アジアの鉄と倭』渓水社、1999年。

注4 奈良県立橿原考古学研究所「桜井市纏向遺跡102次 (勝山古墳第 1次)」 『奈良県遺跡調査

概報』 1997年度、1998年。

注5 大道和人「滋賀県内の古墳時代の鍛冶について」『近江の考古と歴史』西田弘先生米寿記
念論集、真陽社、2001年。

第71図の出典

1(寺田 Ia類)は羽口762、  2(寺田 Ib類)は羽口761、  3(寺田 Ic類)は羽口768、
4(寺田Ⅱ類)は羽口767の模式図である。5は注 4文献 図9-1の先端部、 6は同図9-2
の模式図。7は柏原市教育委員会『大県 。大県南遺跡一下水道管渠埋設工事に伴う一』1985年、

図44-586の模式図である。
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第 4章 ま と め
今回の寺田遺跡の発掘調査では、主に古墳時代前期から後期の竪穴住居と掘立柱建物で構成さ

れる集落域の一端を確認し、その集落の変遷をうかがうことができた。集落内における住居形態

や建物の構造の変化は突発的に発したものではなく、その当時の社会情勢と密接に関わりがある

と考えられる。特に、寺田遺跡の東側に位置する観音寺山遺跡、南側に位置する摩湯山古墳、近

隣の陶邑窯址群、北側に位置する和気遺跡との関連を考える上で貴重な成果といえる。

今回の調査では、主に竪穴住居と掘立柱建物から成る建物、焼土坑を伴う鍛冶関連遺構、集落

域を画する河川と溝、数多くのピットを検出した。特に、古墳時代前期から後期にかけての多種

にわたる遺物が出土した。この地に暮らした多くの人々の営みを想起させるものといえる。

検出した建物は、掘立柱建物が28棟、竪床住居が12棟であるが、調査時に判別、確定できなかっ

たものもあることから、本来の住居数はさらに多いと推測される。住居の機能として、竪京住居

1499と 近接する土坑1507か らは、鉄滓、鋳造鉄斧、軽石、輔羽日、砥石、叩き石などが出土し、

鋳造関連の遺構であることが推測された。しかしながら、検出された建物の機能や性質を充分に

検討するには至らず、集落を構成する建物の形態や配置、住居内の構造を考える上で、今後の課

題になるものと思われる。

検出した建物遺構は、東から西方向に流れる河川を境に、北側(3区東半部、 4区 )では、遺構

が一気に少なくなる状況がみられた。河川が集落域の北限であったと考えられる。周辺の地形や

遺構の検出状況などから、寺田遺跡の集落の中心は今回の調査地から南西側に広がる可能性が高

く、数多くの掘立柱建物、竪京住居が存在するものと推測される。

検出した河川の上流方向には観音寺山丘陵の谷部があり、下流方向は現在の松尾川の方向へと

向っている。現在、調査地の西側を流れる松尾川は、調査地の南方で西側に大きく蛇行し、また、

調査地の北方で東側に蛇行して北流している。かつてはこのような蛇行がなく、観音寺山丘陵に

沿って直進していたものと推測される。検出した河川は、直進していた時期の河川の痕跡である

と考えられる。中でも下層河川が埋没した後、ほぼ同じ流跡で河川1500が形作られるが、この頃、

この河川を限りとする寺田遺跡の最初の集落が営まれたものと推察される。その後、集落は盛隆

期を迎え数多くの建物が建つようになると、河川は徐々に水が滞留し堆積していったものとみら

れる。大溝から河川1500および河川1694に続く河川は、集落域を画する機能を維持するため形作

られ、さらに河川1692や溝1693な どが開削されたのではないかと推測される。

河川内からは、大量の土器が出土した。河川上層堆積層で 5世紀末頃の須恵器と土師器がみら

れた。河川内中層部では、河川が流水堆積を示し初期須恵器が出現する時期前後に相当する。ま

た、滑石製の臼玉や有孔円板などが出上しており、川辺で何らかの祭祀が行なわれたものと考え

られる。河川下層及び下層河川からは弥生土器片などが検出された。河川は、 4世紀末頃から5

世紀初頭に隆盛であったが、 5世紀中頃には浅い窪地状を呈し、 5世紀後半頃には埋没したもの
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と推察される。

竪束住居内や河川内からは、瓦質円筒形土器、朝鮮半島系土器が出土した。これらをもって朝

鮮半島南部からの渡来した人々の集落とは断定できないが、他の同時期の集落とは異なる状況を

示しており、密接な関係があったものと思われる。

このほか、出土遺物として、細片であったが小型丸底壷や製塩土器が数多く出土した。製塩土

器では、脚台、丸底、甕形などの形態を示すものがみられた。細片となった小型丸底壷や製塩土

器片が出上した周辺では、焼土や炭化物層が広がる状況がみられた。寺田遺跡は海岸線からかな

り離れた丘陵地に立地するが、近年、内陸部における製塩土器の出土例が多くみられる。また、

石製玉類や祭祀遺構と供伴する例もみられることから、集落内で何らかの塩に関わる作業が行な

われていたものと推測される。どの様な状況で持ち込まれ、利用されたのかが問題となろう。

また、緑泥片岩、グリーンタフ、紅廉片岩など当地周辺で採取することが出来ない石材や讃岐

産の大甕などの搬入品が出土した。搬入する交易ルートを持っていた人々の集落であったと考え

られる。中でも、緑泥片岩は、松尾川対岸に位置する摩湯山古墳などでも出土しており、その関

連が注目すべきことと思われる。

寺田遺跡では、弥生時代末期から古墳時代前期頃に最初の集落が営まれたと推測される。この

時期は、弥生時代後半頃に観音寺山遺跡などの高地性集落が姿を消した時期に相当する。当初は

4世紀代の土師器を用い、住居が不定方向を示す竪穴住居の集落であったが、】ヒの方角を意識し

た竪穴住居及び掘立柱建物で構成される集落へと移行する。移行時期は、当地周辺で開けた丘陵

上に古墳が造営された時期で、松尾川の対岸に位置する摩湯山古墳の造営時期に相当する。さら

に、陶邑で本格的な須恵器生産が始まる5世紀以降になると次第に竪穴住居から、掘立柱建物で

構成される集落へと変わっていったと考えられる。中でも初期須恵器を伴う集落は比較的珍しく、

まだ生産量が少なかった初期須恵器を持つことのできる傑出した集落であったと推察される。ま

た、集落域の北側を画する河川が埋没した5世紀末頃には、井戸を伴う掘立柱建物を中心とする

集落へと移行が進んだものとみられる。その後集落域は、寺田遺跡の範囲内では縮小傾向がみら

れるが、人々の暮らしは中世代に至るまで断続的に継続していたものと推察される。

主として、和気遺跡(弥生中期)→観音寺山遺跡(弥生後期)→和気遺跡・寺田遺跡(古墳時代前期)

→摩湯山古墳→寺田遺跡(古墳時代中期)→陶邑→寺田遺跡(古墳時代後期)→ ?→和気遺跡(中世)と

いう流れが推測される。

以上のように、僅かではあるが発掘調査の成果を上げることができた。力量不足から、十分な

調査を行なうことができなかったが、古墳時代前期から後期の集落の検出は、寺田遺跡周辺の観

音寺山遺跡や摩湯山古墳、近隣の陶邑窯址群、和気遺跡などとの関連や当地周辺の古環境を復元

する上で、良好な資料になるものと思われる。寺田遺跡で検出した古墳時代の集落の中心は、今

回の調査地より南西側に広がるものと推測される。今後、周辺地域の発掘調査が進むことにより、

この地域の歴史的環境が一層解明されるものと期待したい。
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